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～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午前10時00分 開議 

○議長（松本英隆君） 

 ただいまの出席議員数は12人です。定足数に達していますので、ただいまから本日の

会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 

 日程第１、一般質問を行います。 

 各質問者の発言時間は30分以内とします。 

 なお、質問形式は一問一答方式となっていますので、質疑応答は簡潔に行っていただ

きますようよろしくお願いいたします。 

 質問は、１番池田耕介議員、３番手嶋いずみ議員、12番林 哲秀議員、５番鈴木康友

議員、４番後藤田麻美子議員、11番𠮷原経夫議員の順に行っていただきます。 

 

 １番池田耕介議員の一般質問を許します。 

○１番（池田耕介君） 

 議長。 

○議長（松本英隆君） 

 １番池田耕介議員。 

○１番（池田耕介君） 

  １番池田耕介です。議長のお許しをいただきましたので通告書に基づき、タブレット

端末と校内通信環境の整備を問うと題して質問をさせていただきます。 

  国のＧＩＧＡスクール構想を受けて、令和２年度から令和３年度に全国の小中学校に

通う児童生徒に対して一人１台タブレット端末が導入をされました。本町でも３小学校

１中学校でタブレット端末が活用されていることと思います。導入から間もなく５年の

年月がたとうとしており、端末の更新が今後予定されていると思いますが、更新に際し

ては現状の効果検証も必要と考えます。そこで以下４点お伺いをいたします。 

  １、町内の小中学校ではどのように端末を使っているでしょうか。他の自治体では家

庭学習でも活用されています。校内の活用だけではなく、持ち帰りの状況も伺います。 

  ２、通信環境はすべての場所で整備をされているのでしょうか。学校では教室以外の

場所で授業を行う機会も多くあります。また、それぞれの場所で多くの児童生徒が同時

に接続をしても通信は安定をするのでしょうか。 

  ３、現在導入されている端末は。またその選定理由もお伺いをいたします。というの

も、まず前提としてこちら議場のモニターをご覧ください。大治町をはじめ、近隣の市

町村、あま市、津島市、飛島村、愛西市、弥富市、蟹江町、こちら順不同ですが海部地



 11 

区といわれる市町村、海部教育事務所が管轄をしております。この海部教育事務所が管

轄をしている海部地区の小中学校で働く教職員は、この７市町村で基本的には異動する

ということになります。もちろん何か希望があって管外への異動希望を出す場合はその

限りではありませんが、基本的にはこの７市町村の小中学校で異動することとなります。

ここから本題ですが、この海部教育事務所の所管する７市町村で前回５年前に導入をさ

れたタブレット端末が、先ほど質問をしておいて自分でも言ってしまいますが、大治町

それから飛島村ではグーグルのクロームブックが端末として導入をされております。ま

た隣のあま市、愛西市ではアップルのｉＰａｄが導入されております。そして津島市、

弥富市、蟹江町ではマイクロソフトのウインドウズのタブレットサーフェイスが導入を

されております。なので例えば大治町でグーグルのクロームブックを使っている先生が

異動するとなった場合、例えば小学校ですと大治の一つの小学校と同じタブレット環境

なのは大治の残りの二つの小学校または飛島村の義務教育学校飛島学園となります。そ

れ以外のところに異動する場合は、端末それからその中に入っているソフトであったり

アプリであったりが変わるということになります。私も以前、実際に弥富のほうに異動

した際にはタブレットが変わりソフトが変わり、また入っているアプリが変わりという

ことで非常に不便な思いをしたということがありました。海部地区の小中学校で働く教

職員の先生は自治体をまたいで異動して、端末が変わるたびに端末の操作方法や中に入

っているソフト使えるアプリが変わるのが現状となっています。という前提を皆様に御

理解をいただいた上で、現在導入をされている端末は、先ほど自分が端末については言

ってしまいましたが、後半の部分大事なところですね、現在導入されている端末の選定

理由についてお伺いいたします。 

  そして④、先ほど私が述べました海部地区７市町村で端末が異なる現状について学校

現場で働く教職員の声はどのように理解されているでしょうか。またそのことに対して

町としての見解はいかがでしょう。さらに学校現場で導入するタブレット端末について

現場の教職員と自治体の担当者で意見を共有する場はあるのでしょうか。自治体によっ

てタブレット端末が異なることで本町の小中学校で働く教職員に負担が生じることは、

その先生方が日々向き合っている本町の小中学校に通う子供たちにとっても大きな損失

であると私は考えます。御存じかと思いますが、本町の小中学校で働く教職員の業務の

負担は大変に大きいものとなっています。地区最大規模の小中学校を持ち、多くの子供

たちが学校に通っている町として、この海部地区の先頭に立ってぜひ現状の改善をすべ

きと考えますが、いかがでしょう。以上４点お伺いをいたします。 

〇教育部長（水野泰博君） 

  学校のタブレット端末等の御質問いただいております。まず、町内小中学校でどのよ

うに端末を使っているかとの御質問ですが、授業の中で児童の意見集約や動画を活用し

たわかりやすい授業を行うだけでなく、児童自身がタブレットを用いて調べ学習の成果
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をプレゼンテーションソフトにまとめて発表するなど、より深い学習のためのツールと

して日常的に活用をいたしております。また、持ち帰りの状況につきましてはとの御質

問ですが、学校によって頻度や内容は異なりますが調べ学習や課題を行うために必要に

応じて持ち帰っております。 

  次に、通信環境は全ての場所で整備されているかとの御質問ですが、各学校の校舎の

教室にWi-Fiアクセスポイントを整備しており、また教室以外の場所で使用する場合につ

いても、各校にモバイルルーターを整備いたしておりますので基本的には全ての場所で

端末の利用が可能です。また、多くの児童生徒が同時接続しても通信は安定するのかと

の御質問ですが、一斉に接続するとつながりにくいときがあるというようなことも学校

から話がございましたので、昨年、文部科学省の事業を活用して各学校のネットワーク

アセスメントを実施いたしましたところ、大治小学校と大治中学校についてインターネ

ット回線の増強が必要との助言をいただきましたので、今年度当初予算においてインタ

ーネットの回線を増やす追加する予算を計上させていただきまして、大治小学校・中学

校において夏休み中にインターネット回線を追加いたした状況でございます。 

  次に、現在導入している端末は、またその選定理由はとの御質問ですが、本町ではレ

ノボ社製のクロームブックを導入いたしております。選定理由につきましては、まず起

動の速さ、バッテリー駆動時間の長さ、あと机上から机の上から落とした、落下したと

きの場合や野外での使用を想定した堅牢性、またセキュリティー面においても最新のＯ

Ｓに自動更新され、端末にデータを残さないなど情報漏洩の心配も低いという観点から

学校で使用するにあたり最適と考え選定いたしました。 

  次に、７市町村で端末が異なる現状について学校現場で働く教職員の声はとの御質問

ですが、今のところ町内の学校側の意見として他市町村と端末を統一してほしいという

意見を聞いたことはございません。また、導入する端末について現場の教職員と自治体

担当者で意見共有の場があるかとの御質問ですが、学校との当初予算を組むときの予算

ヒアリングの場や町内の教職員会の部会としてＩＣＴ活用推進部会がございます。そう

いった場での学校からの意見を聞く機会は設けておりますが、今のところ学校からの意

見は出てきておりません。 

  最後に、海部地区の先頭に立って現状改善をすべきと思うがどうかとの御質問ですが、

端末が異なることについては７月の海部地区の教育長会でも話題になった、話題に上が

ったとは聞いておりますが、海部地区全体の意見を取りまとめるには相当の検討期間が

必要となるというふうに考えておりますので、本町の更新時期である令和８年１月まで

に統一するのは困難だと考えております。なお、端末の統一ではなくアプリの統一でも

教職員の負担は軽減されるという考えもございますので、第３期以降の調達時には教職

員の意見も聞きながら検討できるように働きかけてまいりたいと思っております。以上

です。 



 13 

○１番（池田耕介君） 

  初めの質問、タブレット端末の活用について。私の前職教員時代にもタブレットを使

うためだけといいますか、本当に意味があるのかなという使い方の事例なんかも見かけ

たり耳にすることもありまして、それでは本末転倒だと思いますので本当に意味のある

活用の仕方をぜひしていただきたいなと思います。 

  それでは質問ですが、もちろん先生によって、また授業によってタブレット端末を使

う授業、使わない授業というのは当然あるかなと思いますが、例えば使いたい先生、新

任の新しく先生になられた方であったり、他の自治体から異動してみえて使いたいのに

使い方がわからないとか不慣れであったりとか、使いたいけど使えないという先生はい

ないのか、そういった先生方に研修であったりとか使い方を周知する場はあるのでしょ

うか、お伺いします。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  新任の方、異動者向けにタブレットの研修はあるのか、というお話ですけれども現在

借り上げておりますタブレット機器借り上げの契約の中で新任者、転任者向けの研修と

いうものも含んでおりますのでそちらでやっておりますので、よろしくお願いします。 

○１番（池田耕介君） 

  その研修の実施時期、いつごろ行われているのでしょうか。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  学校によって少し時期が異なるかと思いますけども週５でやっておりまして、年度当 

初で行うようにやっておりますので、よろしくお願いいたします。 

○１番（池田耕介君） 

  年度当初ということで安心をいたしました。私の聞いたところ他の自治体なんかでは、

年度当初は先生方も忙しいから夏休みにといったような多くの研修が行われたりする場

合もあるようですが、忙しいといってもそんな研修一つ時間が取れないほど忙しくない

んじゃないかと私も実際に働いていて思いましたし、授業は当然１学期から待ったなし

でやってきますので現場の調整の上でできるだけ早い段階、年度当初の段階でタブレッ

ト環境に慣れる必要のある先生方には、ぜひサポートをお願いしたいと思います。 

  続きまして、新しく学校にみえた先生、先ほど伺ったような先生ではなく、もともと

在籍をしている先生でちょっとタブレット端末を使ってみようかな、今まで使って余り

なかったけどそろそろといったような先生方にその研修を受けることができるのか、ま

た別の機会なんかがあるのか、そのあたりはいかがでしょうかお伺いします。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  日常的な操作の仕方についてということですけども、先ほどもちょっと申しましたけ

どもタブレット機器の借り上げの契約の中でＩＣＴ支援員の業務も含んでおります。そ

ちら日常の授業の際、また校務のほうで活用するソフト、また機器の使い方についてア
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ドバイスを受けられるというような内容になっております。また、同じ契約の中でヘル

プデスクのほうを設けておりまして、こちらのほうで電話の問い合わせでも操作方法を

聞くことができるような環境を整えております。以上です。 

○１番（池田耕介君） 

  ＩＣＴ支援員の業務につきましては私も複数の学校現場、複数の市町村経験をしまし

てどうなんだろうと疑問に思うことも個人的には幾つかありましたので、これはまた別

の機会にお伺いをさせていただきます。 

  続いての質問に移ります。校内の通信環境について教室以外の場所ではタブレット端

末を使用する場合に各校に配備をされているモバイルルーターをという初めにご答弁が

ありました。確かに５年前にタブレット端末を導入する際に、私も町内で勤務をしてお

りましたので家庭にWi-Fiの通信環境がない子用に各学校にモバイルルーターが整備され

たような記憶があります。ただそれが学校の中でどこにあったのか、どこにしまってあ

ったのか。少なくとも当時は見えるような場所に充電がしてあって、そこから持ってい

って校内で使ってねといった運用がされていたことはなかったように記憶をしておりま

すが、現在利用可能だけど実際に使われているのかいないのか、利用の実績といいます

かそのあたりはいかがでしょうか。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  モバイルルーターの活用についてでございます。例えば体育館で体育の授業、マット

運動なんかをするとき、跳び箱なんかをするときに動画を撮影して、すぐ振り返って自

分の動きを見てまた直したりということができたりですとか、例えば理科の授業のとき

に校庭のほうに出て草花の写真を撮影して、すぐ検索してどんな花なのか、どんな特徴

があるのか、なんということを調べたりというようなことで使われていると聞いており

ます。また、体育館で行われる集会を全校集まるのではなくてオンラインで教室で見る

というようなことなんかでも使われていると聞いております。以上です。 

○１番（池田耕介君） 

  実際に町内の学校現場で働く先生に私の知り合いがおりまして、今回体育館にWi-Fi

環境がなくて不便だというような声を聞きました。例えばモバイルルーターなんかで代

用はどうだろうかというふうに聞きましたら、小学校の場合、担任の先生が全ての授業

を担当するものですから、例えば中学校であれば体育の先生が体育の授業用のモバイル

ルーターを持っていてということができますが、小学校ではそれぞれの先生が例えば１

年何組の先生から６年何組の先生まで皆が体育の授業を担当するという場合、一人の先

生がルーターを持っておくということはできませんから、授業の都度、職員室などに取

りに行かなくてはならないのはやはり手間で、できれば体育館にWi-Fi環境が引いてあれ

ばというような声がありました。そのような設置工事の考えについてはいかがでしょう。

お伺いします。 
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〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  現状、学校から体育館のほうにWi-Fiを引いてほしいという要望が出てきておりません

が、学校のほうからもこちらからも意見を聞いていって要望があるようでしたら今後検

討していきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

○１番（池田耕介君） 

  さまざま長寿命化の工事だったり空調の整備だったりと予算の兼ね合いもあるかと思

いますが、ぜひ一度現場の先生方の声を聞いていただいて必要があれば検討していただ

けたらと思います。また、最初の答弁の中で大治小学校・大治中学校については先ほど

インターネット回線の増強が必要となりこの夏休みに工事がされたということで、今後

また使ってみて検証なんかもしつつ他の２小学校、大治西小学校・大治南小学校につい

ても今後児童数が増加をしていけば接続するタブレットの数なんかも増えていくだろう

と考えられますし、また今後学習指導要領が改定をされたり先生方がタブレットを使っ

た授業を創意工夫をしていく中で、タブレットの活用の方法だったりが変わっていき、

その場合に通信環境がどうなるのか。これもまた注意深く見ていきつつ他の小学校につ

きましても、もし必要があるのであれば最適な通信環境整備をぜひしていただきたいな

と思います。 

  続きまして、現在入っているタブレット端末、私も以前実際に使いましたし、自治体

をまたいで異動して他の端末やソフト、アプリなんかも使いまして、大治町に現在導入

されている端末につきましては先ほどご答弁いただいたとおり、十分に検討されて比較

的いいものが入っているのではないかと私も考えています。ただ初めから申し上げたと

おり、今回言いたいのは自治体によって端末が違うという部分であります。海部地区の

教職員が７市町村で異動していることは教育行政にかかわるものなら当然知っているこ

とでありますし、その自治体で端末が違えば教職員にとって異動の際、負担になるだろ

うということは当然話題に上がるのではないかと考えますが、前回の現在の端末を選定

する際に海部地区７市町村で端末をそろえるという話が出なかったのか、そのあたりお

伺いいたします。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  現在使っている端末を導入した際ですけれども、端末をそろえるというようなお話は

ございませんでした。 

○１番（池田耕介君） 

  教職員の方、負担軽減といって例えば子供たちの部活動が縮小になったりとか子供た

ちにとって意味のある行事が削られたりといったことがありましてですね、であれば他

に負担軽減でやれることがあるのではないか。例えば端末が同じであればその中で授業

の優れた実践の事例を海部地区全体で共有することもできますが、端末が違うとできな

いことも出てくるかと思います。また端末の調達価格も台数が増えれば一般的に単価は
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下がるのではないかと思いますので、５年前に統一の話がなぜ出なかったのかは疑問で

はありますが、過去のことを掘り返しても生産的ではありませんので質問を変えたいと

思います。 

  ７市町村で端末が異なる現状について、学校からの意見として他市町と端末を統一し

てほしいという意見は聞いたことはないと初めに御答弁がありました。私も実際に現場

の教員であったときに、申し訳ないですが当時、学校教育課にどなたが職員さんとして

みえたかは顔は存じ上げておりませんので、教育長は存じ上げておりましたが、その方

に直接意見を伝えるという機会も特になかったかなと思いますので、なかなか学校教育

課に現場の声が届きにくいのかなと思ってしまいますが、実際にそのような声は現場に

は山ほどあります。今回、私が個人的につてをたどってこの海部地区でタブレット端末

が導入をされてから自治体をまたぐ異動、タブレット端末の変わる異動を経験された先

生方、数十人の声を集めてみました。その中には大治町からどこかに変わられた先生も

みえますし、逆にどこかから大治町に変わってみえた先生もおりました。また、以前大

治中学校で私と働いていてどこかに変わり、そのあとまたさらに自治体が変わった先生

もいました。その中から幾つか紹介をさせていただきたいと思いますので議場のモニタ

ーをお願いします。「とてもストレスを感じています。使い方がわからない上に、せっか

く身につけたＩＣＴの技術が水の泡になったような気持ちです。」「使い方が全然違うの

でストレスを感じました。覚えてもまた転勤したら機種が違うと思うと詳しく覚えよう

という気持ちが起こりませんでした。」というような声が実際に上がっております。「自

分で作ったスライドが作り直すことになったのはストレスでした。せっかくのタブレッ

ト端末の良さを生徒たちに還元できていないように感じます。」先生方がその学校で授業

がやりやすいようにつくった教材ですとか資料が、タブレットが変わったり端末が変わ

ると形が崩れたり同じように使えなかったりということが実際に起きます。「前の学校で

このアプリが使えたらよかったなと思うこともありますし、その逆で新しい学校でこの

アプリ使えるといいなと思うものもありました。」やはり、自治体によって端末が違う、

ソフトやアプリが違うと、例えばあっちの市町村ではこういうことができるけどこっち

ではできないという差が生まれるのかなと思います。「システムに慣れる時間があるのな

ら子供たちにかかわることをやりたいと感じています。」「自治体側に若手教員たちの切

実な思いを知ってもらうだけでうれしいです。」「ぜひ子供たちのために教員が少しでも

働きやすくなるようによろしくお願いします。」といったようなたくさんの声が上がって

おりました。モニターありがとうございます。 

「切実な思いを知ってもらうだけでうれしい」とありましたが、やはり知ってもらう

だけではなく、何か変えていく変わっていく必要があるのかなと思いますが、初めに申

しましたが規模の大きな本町の小中学校で働く教職員の業務の負担は大変に大きいもの

となっています。今回のように自治体を市町村をまたぐ案件で大治町の学校教育課に声
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を上げたら他の７市町村も動いてという発想に至らず、なかなか現場の先生方からも声

が上がらなかったのかなと推察もします。また現場の先生方も思っているだけでは何も

変わらないので要望はしっかり声にして伝えるという意識は持っていかなければならな

いと思いますし、そのように私も伝えようとは思いますが、きちっと聞けばやはり要望

というのはたくさん出てくるのかなと思います。特に教育長会や校長会などの場で意見

を聞いても一番子供たちとかかわり、日々授業に取り組んでいるのは現場の最前線で働

く先生方ですので、そこの意見をしっかりと聞いていただきたいと思いますが、そこに

関して今回の端末の調達までには時間的に確かに難しくても次回以降の調達に向けてし

っかりと現場の一教員の声も聞いたうえで、教育長会などでぜひ海部地区７市町村でそ

ろえていくといった動きをしていただけたらと思いますが、それは可能でしょうか。お

伺いします。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  これまでも予算答弁、最初の答弁にもありましたように、予算ヒアリングの際ですと

かＩＣＴ活用推進部会のほうから声が上がってきたものはありますけども、タブレット

の要望事項について、そこで中心的に扱っていたというわけではございませんので、今

後につきましては学校の校務主任者会といった校務主任の先生が集まってやる会なども

ありますので、そういった場でタブレットの活用状況、活用方法やソフトウェアに関す

る要望など議題として上げることによって各学校から先生たちの声を吸い上げてもらっ

て、学校からの意見や要望などを聞くこととしていきたいと考えておりますのでよろし

くお願いいたします。 

〇教育長（平野香代子君） 

  議員おっしゃるように、７市町のタブレットは同じ機種でやれたらいいなというのは

当然思っていますけれども、なかなか財政面であったりとか調達の仕方によって、やは

りなかなか難しいなということは思っています。ただおっしゃるように、そろっていれ

ば同じ教材をみんなが使えたりだとか、そのままっていうよりは、それをゼロから考え

るのではなくてそこをヒントに自分なりに加工するっていうことができますので、理想

です。が、自分もいろいろ動いたことあります。実は国でも全国的に統一っていう動き

が何年も前からあるんですよ。なかなかやはりそれだけ統一は難しいんだなっていうこ

とを思っていますが、改めてチャレンジしたいと思います。今のところは校長会で、ま

ずは海部地区の校長会、大治町だけではだめですので、海部地区の校長会で何年かかけ

て、海部地区の校長会っていうことはその下に教員がいますので検討する。そしてまた

事務方でもやはり検討して理解を得ていかないとなかなか難しいと、教員の意見だけで

そろえていくっていうのは私は難しいなということを今この立場に立って思っています

ので、あきらめることなく再度チャレンジはしていきたいと思います。ありがとうござ

います。 
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○１番（池田耕介君） 

  教育長、ありがとうございます。私もたくさん現場にいたときに教育長にはお世話に

はなりましたので、教育長の言葉を信じたいと思います。 

今回、私の一般質問に当たってこの海部地区で結構な数の教職員の先生方にヒアリン

グもしましたので、まずはその先生方に次回以降の調達に向けてしっかりと声を上げる

ようにと伝えさせていただきます。また、今回他市町の議員さんからも大治町だけで当

然言っていても先ほどあったとおり仕方がありませんので、同様に行政側に要望を伝え

ていただいている方もみえたりもいたします。 

今回話題としましたタブレット端末以外にもこの７市町村で違うものとして出欠席や

成績処理などの際に使う校務支援ソフト、これも３種類ありましてこれも非常に困って

いると、私も実際に経験をしましたし、校則であったりとかさまざま自治体をまたぐ違

いに悩んでいたり、苦しんでいたりといった声を非常に多く耳にしました。子供は生ま

れる地域を選ぶことはできませんから、せめてこの近い海部地区７市町村だけでもそこ

の公立学校ぐらいはどこに生まれてもどこで育っても同じ環境で教育を受けられるよう

な状況を整えていただけたらと思います。教職員の負担軽減と世間では言われておりま

すが、なかなか例えば生徒が多いから学校二つに分けるとか教職員を倍にするとかいっ

ていることはなかなかできないかなとは思いますが、ちょっとタブレットそろえる意識

を持ってみるですとか、何かそろえるっていう別のところから負担を軽減していくこと

で子供たちにとって意味のある活動を削ったり、教職員がやりがいをもって取り組んで

いるものを削ったりすることなく、負担軽減が間違いなくできると私は経験上、確信を

しています。各市町村の予算の兼ね合いもありますし、余り前例がないかもしれません

が、ぜひ今回この質問を機に海部地区７市町村で必要なもの、有益なものは自治体をま

たいでそろえていくという発想が芽生え、それがこの海部地区の教育行政の文化といつ

の日かなって、子供たちにとっても先生方にとっても効率的で効果的でよりよい教育現

場としていただけることをお願いを申し上げて、以上で今回の私の質問を終えさせてい

ただきます。ありがとうございました。 

〇議長（松本英隆君） 

  １番池田耕介議員の一般質問を終わります。 

  ここで暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午前10時34分 休憩 

午前10時35分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（松本英隆君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 
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 ３番手嶋いずみ議員の一般質問を許します。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

 議長。 

〇議長（松本英隆君） 

 ３番手嶋いずみ議員。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  ３番手嶋いずみです。議長のお許しをいただきましたので、通告書に沿って質問させ

ていただきます。認知症施策の拡充を問うと題しまして質問させていただきます。 

  本年１月に共生社会の実現を推進するための認知症基本法が施行されました。その９

条で９月を認知症月間、９月21日を認知症の日と定められました。本町では今年３月に

老人福祉計画・介護保険事業計画が策定されました。これまでも認知症予防をはじめ、

講座や認知症カフェ等、多様な機関や各地域と連携し、早期から力を入れた対策に取り

組んできております。 

  そこで１、計画されている「大治町100歳大学」の具体的な内容を教えてください。 

２、「認知症サポーター養成講座」についてお伺いいたします。現在の状況や、受講

後の活躍推進に向けた具体的な取り組みについて伺います。 

３、現在、町では認知症予防に関する講座や動画配信をしておりますが、認知症患者

を抱える家族へのケアの基本を学ぶ講座や動画配信も必要と考えます。そこで、認知症

に寄り添う「ユマニチュード」の推進を提案いたします。ユマニチュードとはフランス

語で「人間らしくある」を意味します。日常生活に支障が出て暴力的な言動になりがち

な当事者と介護する家族らの信頼関係を築いていくその具体的なアプローチの方法を伝

える技術がユマニチュードです。ユマニチュードを取り入れた自治体では介護負担感が

20％軽減され、認知症の症状が15％回復したという事例があります。介護する人もされ

る人も誰もが幸せに生きられる社会にするため、ユマニチュードの考え方、技法を取り

入れる考えはないか伺いいたします。 

最初の質問は以上です。よろしくお願いいたします。 

〇福祉部次長兼民生課長（猪飼好昭君） 

認知症の施策の拡充を問うとの御質問をいただいております。初めに、「大治町100歳

大学」の具体的な内容についての御質問でございますが、「大治町100歳大学」は人生100

年時代をどう生きるか、その基礎を体系的に学び、いつまでも健康で自分らしく活躍し

続けられるシニアの育成を目的としており、現在、有識者等で構成する大治町100歳大学

開設準備委員会において御意見、御助言をいただきながらカリキュラムなどを検討して

いるところでございます。具体的には65歳以上の町民を対象に、定員は20名で１年を通

して運動、栄養、社会参加、脳の活性化を基本テーマとする各種講義を行うほか、入学
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式、社会見学、卒業式や学生の企画によるイベントなどの行事も取り入れたいと考えて

おり、学生が楽しく学び参加できる大学となるよう準備を進めております。 

次に、認知症サポーター養成講座の現在の状況や、受講後の活躍推進に向けた具体的

な取り組みについての御質問でございますが、認知症サポーター養成講座につきまして

は、認知症に対する正しい知識と理解を持っていただき、地域で認知症の方やその家族

をお見かけしたときに可能な範囲で手助けできる認知症サポーターの養成を目的とし、

平成19年度から開催しておりまして令和５年度末現在、4,345名の方に受講いただいてお

ります。これまで認知症サポーターの方々には近所に気になる方がいれば、見守りなど

の活動をお願いしてまいりましたが、さらに認知症サポーターとして活躍の場を広げて

いくために令和５年度から認知症サポーターステップアップ研修を実施し、新たに認知

症カフェなどの活動支援につなげる取り組みを行っております。 

最後に、ユマニチュードの考え方に法を取り入れる考えはないかとの御質問ですが、

ユマニチュードにつきましては、優しさを伝えるケアとして認識しておりまして介護の

現場だけでなく認知機能が低下し、身体的にもぜい弱な高齢者に接するすべての方に参

考になる技法と考えております。本町でも「認知症サポーター養成講座」においてユマ

ニチュードにある、あなたのことを大切に思っていることを、相手にわかるように伝え

る技法などの考え方を取り入れております。また、認知症の方へのコミュニケーション

とケアの技法には、ユマニチュードをはじめさまざまな技法があり、目的はいずれも同

じでありますので今後もユマニチュードをはじめさまざまな技法のよいところを参考に

して認知症の方にやさしいまちづくりを進めてまいります。以上でございます。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  では、最初の１問目の100歳大学について再質問させていただきます。100歳大学は高

齢者の健康と生きがい、仲間づくりを進めることが一つの目的ではないかと思います。

さらに支える側から支える側へと地域活動にもつながることを多くのことが期待できま

す。先ほどの答弁より、現在100歳大学開設準備委員会において、有識者等の委員の皆様

から御意見をいただきながら準備を進められていることはよくわかりました。これから

構想的な大枠の部分から詳細を詰めていくところではあると思いますけれども、開設ま

での準備委員会のスケジュールや何を決めていく御予定か、現時点でお答えできる範囲

で結構ですので教えてください。 

〇長寿支援課長（松木田英作君） 

お答えします。準備委員会につきましては第１回目を７月16日に委員の皆様にお集ま

りいただき開催し、100歳大学の基本理念やカリキュラム構成、運営体制等について意見

交換を行いました。現在、準備委員会における意見を踏まえ、また中部大学や愛知医療

学院大学をはじめ、関係機関と調整しながら具体的な講義日程や授業内容、会場、学生

募集の時期、方法など年間計画を作成しているところでございます。今後は、10月に第
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２回、12月に第３回の準備委員会を予定しておりますので、詳細につきましては準備委

員会後、その後に確定していきたいと考えております。引き続き、令和７年度の100歳大

学の開設に向け、着実に準備を進めてまいりますので、適時ご報告させていただきたい

と思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

どうか、よろしくお願いいたします。人生100年時代をどう生きるのか、私自身も日々

意識する年代となりました。少しでも多くの方に入校していただきたいと思いますけれ

ども、先ほどの答弁で定員は20名とのことでした。どのように周知されるか伺います。

また、定員より多くの応募があった場合、どうされるのでしょうか。お答えできる範囲

で結構です。 

〇長寿支援課長（松木田英作君） 

周知・募集につきましては現在、募集時期や方法などを検討しているところでござい

ますが、広報やホームページ、また老人クラブやシルバー人材センターなど対象となる

方に広く声をかけさせていただき周知していきたいと考えております。また、定員を超

過した場合でございますが、超過する人数にもよりますができる限り可能な範囲で対応

していきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

ありがとうございます。できるだけ多くの方を毎年、輩出していただけたらなと思い

ます。今後、毎年開催されていくと思いますけれども、この受講料とか教材費とかはい

るのでしょうか。 

〇長寿支援課長（松木田英作君） 

受講料・教材費等につきましても現在、準備委員会等で検討しているところでござい

ますが、受講料につきましては一定額程度、受益者負担を徴収したいと考えております。

また、教材費等につきましては実費負担として徴収をお願いしたいなと考えております

ので、よろしくお願いします。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

はい、わかりました。多くの予算をこちらの方につぎ込んでおります。また、受講料

を支払った方がしっかり自分が大学生だということも自覚できるかと思いますのでどう

かよろしくお願いします。今後の長寿社会を実り豊かな人生となるよう、地域の担い手

として活躍していただけるよう人材になっていただけることを期待しております。 

続きまして、「認知症サポーター養成講座」についての再質問に移らせていただきま

す。これまで、たくさんの方が受講された「認知症サポーター養成講座」でございます

けれども、昨年度令和５年度はどのような方を対象に実施されましたか、また何名受講

されましたか教えてください。 

〇長寿支援課長（松木田英作君） 
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「認知症サポーター養成講座」でございますが、昨年度令和５年度は大治小学校の５

年生、それから役場の新規採用職員、また一般住民の方々に受講をしていただきました。

受講者数につきましては、大治小学校の５年生が144名、役場職員が17名、一般住民の方

が37名、合計198名の方に受講していただいたところでございます。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  小学生の子供たちが受講されたことは本当にうれしく思います。まずは大治小学校と

いうことで順次他の小学校も受講されることかと思いますけれども、先ほど一般住民の

方が37名、毎月開催されているにしてはちょっと少ないような感じをお受けいたします。

地域共生社会の実現には一人でも多くの方がこの認知症を正しく知る必要がございます。

周知の工夫が必要と考えておりますのでどうかよろしくお願いいたします。 

また、今後高齢者や認知症患者に対する配慮は企業としても必要な対応を求められま

す。特にサービス業の方は直接、認知症の方とかかわることもあるかと思われます。以

前受講された事業所でも開催してから17年間もたっているので従業員も変わっているか

もしれません。再度、受講を促す考えはありますでしょうか。 

〇長寿支援課長（松木田英作君） 

  事業所へのサポーター養成講座ということだと思いますが、包括支援センターにおき

まして、認知症サポーター養成講座等、またフレイル予防であったり、いろいろ介護に

関する出張講座、出前講座を無料で実施しておりますので改めてそういったものを周知

していければなと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  ありがとうございます。うちの主人はサービス業を行っておりましたので、万引き等

認知症の方がされる方もおって、そのときに警察署に通報する前にご家族に連絡したり

とかそういう対応もできると思いますので、ぜひサービス業の方に周知のほうをお願い

したいと思います。先ほど答弁でもありましたけれども認知症サポーターの活躍推進の

取り組みとして令和５年度から新たに始められた認知症サポーターステップアップ研修

は何名の方が受講されましたでしょうか。また、その研修ではどのような活動をされて

いるのか教えてください。 

〇長寿支援課長（松木田英作君） 

  認知症サポーターステップアップ研修でございますが、令和６年３月４日に総合福祉

センターで実施しまして、７名の方が受講いたしました。また、研修後につきましては、

そのうち４名の方が６月８日に愛の家グループホームで行われました通いの場に参加し

まして認知症の方と交流し、活動支援を行っていただきました。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  ４名の方に感謝申し上げます。一人暮らしの高齢者は大治町内にも年々増加しており

ます。孤立してしまうことが認知症を加速させる原因と言われております。現に、コロ
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ナ禍では外出が厳しく、人と話す機会が減ってしまったため認知機能が低下し、進んで

しまった方が多くいらっしゃいました。改めて社会とのつながりの重要性を痛感いたし

ます。現在、民生委員の方が訪問してくださっておりますが民生委員の方も高齢となり、

地域によっては回り切れないとのお声も聞いております。「認知症サポーター養成講座」

受講後の取り組みとして、訪問協力者となって地域の高齢者のお宅に訪問するという取

り組みをしている自治体もあります。そういったお考えはありませんでしょうか。 

〇長寿支援課長（松木田英作君） 

  サポーター養成講座の受講者の方に外出支援や家庭訪問等のお願いだと思いますが、

現在、サポーター養成講座を受けた方のフォローアップとしましてステップアップとし

まして令和５年度から認知症サポーターのステップアップ研修を始めたところでござい

ます。まずは、この研修受講者を増やしまして今後、認知症カフェなどの活用支援につ

なげていきたいと考えているところでございまして、将来的にはそのような外出支援や

家庭訪問等などできるような協議をして議論をしていければなと考えておりますのでよ

ろしくお願いいたします。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  ぜひよろしくお願いいたします。一応、「認知症サポーター養成講座」の趣旨は見守り

という簡単にできることから始めてくださいということなんですけど、ご近所気になる

方がいたら声をかけるとか話相手になるとか、そういうことを全ての方がやってくれた

らいいんですけれども私自身もサポーター養成講座を受けましたが、何をしていいのや

らちょっと悩んでしまったというところもありますので、こういった受けた後の役立つ

ことがあったらいいかなと思います。以前、徘徊模擬訓練とかされていたかと思います

けれども再開する考えはございますでしょうか。 

〇長寿支援課長（松木田英作君） 

  令和４年度より徘徊のおそれのある方に対しまして、早期に発見・保護するために認

知症見守りラベルシール交付事業を導入しております。したがいまして、このようなラ

ベルシールの事業を活用しまして、介護事業所等の方たちを対象に訓練を行えればなと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  わかりました、よろしくお願いいたします。認知症の人ができる限り住み慣れた自宅

で暮らし続け、また認知症の人やその家族が安心できる状態に応じた適切なサービス提

供の流れが書かれてある認知症ケアパスというものがあります。これは本当に素晴らし

いものなんですけれども、これはホームページからダウンロードできるようになってお

りますが、冊子としては私自身見たことございません。冊子として配布はどこで入手で

きるのでしょうか。 

〇長寿支援課長（松木田英作君） 
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  認知症ケアパスでございますが、長寿支援課の窓口、包括支援センターの窓口等で希

望する方に配付しております。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  わかりました。そういうことがうたってあるといいんですけれども、年配の方はホー

ムページを開いたりすることが苦手な方もいらっしゃいます。今後は老々介護の方がさ

らに増えていくことでしょう。「認知症サポーター養成講座」受講の方にも配布していた

だきたいと思いますが、そういったお考えはございますか。 

〇長寿支援課長（松木田英作君） 

  これまでは希望者の方に配付しておりましたが、今後は「認知症サポーター養成講座」

受講者の方に配付していきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  ありがとうございます、どうかよろしくお願いいたします。先ほども言いましたが、

一人でも多くの方が養成講座に参加できるよう周知の工夫をしていただき、講座の充実、

その後の活躍推進を広げていただきますようお願いいたします。 

続きまして、３問目のユマニチュードの考え方を取り入れる考えはないかということ

で質問させていただきました。答弁としてはユマニチュードを初めさまざまな技法のよ

いところを参考にして認知症の方にやさしい町づくりを進めていかれると御答弁をいた

だきました。ケアの基本は同じ事だとは思いますけれども、いかに伝わり実践できるか

が大切だと感じております。「認知症サポーター養成講座」でデモンストレーションなど

していただいて、実際に練習することを提案させていただきます。既に「認知症サポー

ター養成講座」の中で寸劇とかもしていただいていると思うんですけれども、しかしな

がら認知症の方を抱えるご家族は講座に参加することも困難でありますので、ユマニチ

ュードを初めとした効果的なコミュニケーションやケアの技法など情報を届けていただ

きたいと思いますけれども、そちらのほうはいかかでしょうか。 

〇長寿支援課長（松木田英作君） 

  認知症の方へ対するコミュニケーションやケアの手法につきましては、さまざまござ

います。その方に合った方法を取り入れることに、柔軟に取り入れることによりよりよ

い支援につながると考えておりますので、ご家庭等でも実践できるユマニチュードをは

じめとしたさまざまなコミュニケーションやケアの方法を地域包括支援センターや在宅

介護支援センター、また町のホームページ等で紹介できるよう検討してまいりたいと考

えております。 

〇３番（手嶋いずみ君） 

  わかりました、よろしくお願いいたします。私自身言葉ではコミュニケーションの仕

方は理解しているつもりでした。けれども、このユマニチュードの動画を拝見したとき

には介護者の対応の仕方次第で精神状態が落ち着き、攻撃的な症状が治まるなど認知症
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の症状の改善につながることがわかりました。暴力的になったり、人格が変わったよう

になったり、人を疑ったり、あるいは徘徊したりして、介護者は疲弊しつい感情的にな

ってしまうのは無理もありません。実際、私自身も同居している85歳になる母がおりま

す。まだまだ元気ではありますが認知機能が低下してきていることは間違いございませ

ん。何度も繰り返し同じことを聞かれるとつい大きな声で返事をしてしまう。お互い嫌

な感情が残ってしまいます。脳の機能は衰えたとしても感情記憶というものは失われに

くいそうです。大変な思いで介護されている方のためにも、ぜひ動画でも紹介していた

だきたいと思います。 

認知症になると以前の当たり前にできた簡単にわかったときの自分の姿を求め自尊心

を保とうとあれこれ考え、戸惑い、落ち込み、怒りながら不安や恐怖、孤独を感じなが

ら生活しているとお聞きしました。認知症の正しい知識を知ることにより、支えてあげ

たいと優しい気持ちになれます。私自身もそういう気持ちになりました。また、地域み

んなで少しずつサポートできれば認知症の人でも将来自分らしく生活できる社会になる

はずです。来るべき認知症共生社会に向け、今後もしっかり議論を重ねてもらっていた

だきたいと思います。以上で私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございま

した。 

〇議長（松本英隆君） 

３番手嶋いずみ議員の一般質問を終わります。 

  ここで暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午前11時01分 休憩 

午前11時10分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（松本英隆君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  12番林 哲秀議員の一般質問を許します。 

〇12番（林 哲秀君） 

  議長。 

〇議長（松本英隆君） 

  12番林 哲秀議員。 

〇12番（林 哲秀君） 

  12番林 哲秀でございます。議長のお許しが出ましたので３問ほど質問させていただ

きたいと思います。まず最初に南海トラフ巨大地震注意について。８月８日に日向灘を

震源とする地震があった。「南海トラフ地震注意」が発表された。 

  １、当町では何を重点に確認を行ったか。 
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  ２、備蓄品等確認はそれぞれの拠点で全て行ったか。 

  ３、当町には何人くらいの外国人が在住しているか。外国人に対する防災対策の中で

も特に避難所、水、食料品等の配給に関しての体制整備、推進及び対応ができるような

準備は整っているか。１問目でございます。 

２問目はこれ、ちょっと当事者じゃないとわかりづらいところあるんですけれども、

後期高齢者医療に切り替え時の健康診査の見直しをということなんです。がん検診の受

診券は４月末に発送されるが、後期高齢者への切り替えの方は誕生日の翌月しか健康診

査の案内が発送されないため、がん検診と同時に検査をすることができない方が多い。

そのために、医者で採血等２度、検査結果も２度行うことになる。隣のあま市では健康

診査、がん検診は同時にできると聞いている。年度初めに後期高齢者該当者は把握でき

ていると思うが、当町も同時にできるような健康診査の受診券の発送ができないか。 

３問目が「ムネはるおおはるプロジェクト」の最終目的は何か。まちづくり推進事業

の一環で今「ムネはるおおはるプロジェクト」が実施されている。今までにどのような

意見が町民から出ているのか。またそれらの意見を踏まえ町として最終的に何を目的と

しているか。今新たに町史を編集している。どこまで進んでいるか。また町が収集して

いる民俗資料を多世代交流センター１室だけでなく、もっと活用する考えはないか。以

上です。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  それでは、まず南海トラフ地震臨時情報についての御質問をいただいております。何

を重点に確認を行ったかということでございますが、大きく分けて３点ございます。地

震への備えの再確認といたしまして、地震発生時にすぐに非常配備態勢がとれる準備。

２点目といたしまして、イベントなどの事業を開催しているときに発災した場合の対応

の確認。三つとしまして、発災時の各公共施設の来庁者や利用者の方々の避難経路の確

認をするよう指示をいたしました。次に備蓄品の確認の御質問をいただいておりますが、

こちらにつきましては日ごろから保管場所、数、使用期限の管理を行っているところで

ございます。次に、町内に在住している外国人の人数につきましては、８月末現在で1,110

人。続きまして外国人に対しての避難所、水、食料品等の配給に関しての体制整備等に

ついての御質問でございますが、避難所ではタブレットのアプリを使用して翻訳すると

いう機能がございます。これで多言語に対応できる体制を整えております。食料につき

ましては多言語化されたパッケージのものを備蓄しております。また、ハザードマップ

やホームページに掲載している情報についても、主要な外国語に対応しているものでご

ざいます。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  それでは２問目の質問でございます。後期高齢者の方、75歳以上ですね。その方で例

えば今年度75歳の誕生日を迎える方、この方につきましては議員おっしゃるとおり誕生
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月の翌日に特定健診の受診券を発送しております。したがいまして、今年度ですと５月

から10月生まれの方、こういった方についてはがん検診と特定健診の受診券の発送時期

については相違があるということでございます。この運用につきましては、国民健康保

険の特定健診それから75歳以上の後期高齢者の特定健診この二つがございますので、こ

れまでは重複して受ける方が実際にはおられました。こういったことがないように取り

組むという姿勢から本町ではこのような対応としておったというところでございます。

しかしながら今回、議員から御指摘がありまして少しでも受診がしやすいようにという

お話がございました。利便性向上の観点から５月の受診券一斉発送の際におきましては、

５月から10月までの生まれの方に対しまして国民健康保険の特定健診か後期高齢者医療

の特定健診、こちらのどちらで受診されるかということの意向を確認したうえで受診券

を発送して、がん検診と同時受診ができるよう努めてまいりたいと思います。ただし今

年度は健康診査がもう終盤に入っておりますので、来年度当初からできるよう努めてい

きたいと思っております。以上です。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  ３点目の「ムネはるおおはるプロジェクト」についての御質問でございます。まず、

「ムネはるおおはるプロジェクト」につきましては、町の既存の地域資源に対する魅力を

再認識し、その認識を磨き上げていくとともに、新たな魅力を掘り起こして発信してい

くことで町民の皆様が魅力ある町だと感じ、誇りや愛着を持っていただくことを目的に

立ち上げています。どのような意見が町民から出ているかということでございますが、

現在、町民の方や事業者、団体に向けたアンケートを実施し、結果の取りまとめをして

いるところでございます。またそのアンケートの結果をもとに、10年後に残したい大治

町の魅力、そういったことをテーマに今月ではありますが、ワークショップを開催する

予定でございます。それらの意見を踏まえて最終的には何を目的にしているかというこ

とでございますが、それらの結果をもとに将来に残していくべき町のブランドを確立し

てブランドロゴマークやキャッチコピーを制作いたします。町民の皆様が参画して一緒

につくり上げていくことで町に対して愛着や誇りを持っていただき、大治町で暮らし続

けたいと感じていただくことが、本町の総合計画に掲げる居住満足度をより一層高めて

いくことにつながっていくと考えております。次年度以降につきましても町全体でブラ

ンドを活用した魅力ある町づくりの事業を推進してまいりたいと考えております。以上

です。 

〇教育部長（水野泰博君） 

  次に町史の編集はどこまで進んでいるかとの御質問ですが、現在は第１次原稿執筆が

終わりまして、関係各課に照会をかけ、その回答を踏まえ原稿の整理、内容の精査を行

っておる段階でございます。今後におきましては原稿の完成に向けましてさらに内容の

精査を続けながら、掲載する写真や図版の選定、資料の整理を行ってまいる予定でござ
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います。以上です。 

  ごめんなさい、もう１点。町が収集している民俗資料を多世代交流センター以外に活

用する考えはないかとの御質問です。民俗資料は現在、多世代交流センターの展示室の

ほか公民館２階にある展示ケースにも展示をいたしております。ケースの大きさなどで

展示ができる資料に限りはございますが、定期的に展示内容を切り替え、より多くの資

料が展示し見ていただけるよう努めてまいりたいと思っております。なお現在、多世代

交流センターにある展示物につきましては、小学校の郷土学習にも活用しておりまして

希望がある場合にはその資料を学校へ貸し出すなども行っておりますのでよろしくお願

いします。以上です。 

〇12番（林 哲秀君） 

  ありがとうございました。第１問目のほうからちょっと追加で聞きたいことがありま

す。避難所は12カ所であると思いますが全ての避難所に発電機はあるんですかね。 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

  避難所全てに発電機はあるかとの御質問ですが、全ての避難所に準備してあります。

１点、南保育園については場所がございませんので砂子防災ふれあいセンターのほうで

持っておりますが、それ以外のところは全てあります。以上です。 

〇12番（林 哲秀君） 

  なぜ発電機のことを聞いたということは、能登半島地震でもありましたように先ほど

答弁もあったように、水や食料品っていうのはある程度定期的に管理をしてみえると思

いますけど、今私はちょっとアナログ人間なものですからもうスマホだとかｉＰａｄが

主力になってきていろんな情報を見たいということで、電気が止まったときに充電する

ところはないかということを非常にもうベストスリーくらいに入っとるわけですよ。 

  それでもう一つ追加でお聞きしたいんですけど、その発電機は全て１回始動されてオ

ッケーが出てまで検査されました。そこまでやってないとおかしいぜ。 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

  発電機の点検ということでよろしかったでしょうか。 

〇12番（林 哲秀君） 

  はい。 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

  発電機の点検は毎年業者に委託をして点検しております。以上です。 

〇12番（林 哲秀君） 

  いやいや、それはやっていると思う。だから今回の発令において緊急で使えるかどう

かという点検をしたかということ。本人たちが、職員が。 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

  今回の地震において点検したということはございませんが、常日頃から施設のほうで
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点検をしていただくようにということは常日頃からお願いしておりますので、施設ごと

に点検しておるものと思っております。以上です。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  今課長が答弁いたしましたものは据え置き型の非常自家発電が主なことでございます

が、それ以外にも可搬型それからソーラーパネルを兼ね備えたもの。今議員が心配して

いただいているスマホなんかにつきましては可搬型であったりソーラーパネルがついた

もので十分やれると思っております。またその扱いについては職員も含めて例えば自主

防災組織の避難訓練とかそういったときにも作動方法の訓練をやっていただいていると

ころです。ついこの前も砂子地区ではそういったこともやっていただいたということで、

非常に心強く思っているところでございます。以上です。 

〇12番（林 哲秀君） 

  先ほど課長が各施設にお願いしていますと言っていたけど、それは施設に電話して今

度始動しましたかという確認は取っています。 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

  その都度その都度の報告はいただいておりません。 

［｢今回の南海トラフの件で…｣の声あり] 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

今回については特段特別お願いはしておりませんのでふだんからの点検をお願いして

おるところで、ふだんからの点検について点検をしたという報告はいただいておりませ

ん。 

〇12番（林 哲秀君） 

  ふだんっていうのは何カ月おきとか３か月おきとかどういうふうになってます、具体

的に。ふだんふだんって言って半年でもふだんだろうし。１回だったら。 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

  特段期限を設けて何カ月おきにやってくださいということではお願いはしておりませ

ん。以上です。 

〇12番（林 哲秀君） 

  喫緊はいつされました。全ての12カ所で。私これ南海トラフ出たから聞いとるだけの

ことだよ。 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

  それぞれの施設ごとでの点検というのは先ほど申し上げたとおり毎回毎回の報告はい

ただいておりません。南海トラフの臨時情報が出てタイミングでお願いもしておりませ

んので、その都度の点検になると思います。 

［｢喫緊はいつだと聞いとる｣の声あり] 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 
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  喫緊は点検の…… 

［｢喫緊はいつやったの、じゃあ｣の声あり] 

〇議長（松本英隆君） 

  哲秀さん、発言はちょっと控えてください。答弁していますから。 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

  委託業務での点検が毎年やっておりますので、そのタイミングです。以上です。 

〇12番（林 哲秀君） 

  年に１回委託業者にメンテナンスもやってお願いしている。それはようわかりました。

だから課長が言っていたように各12カ所のところでお願いしてるということなんですけ

ど、なぜ今回南海トラフのあれが出たときに、さっき言った食料品や水は多分しょっち

ゅうやってると思いますけどが、やらなかったんですか、これは。一番大事じゃないで

すか。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  日々の点検は法定点検に基づいてやっているんです。例えば地震があった際、震度５

とか軽微なものがあった場合も自家発だけではなくていろんな電気設備それからエレベ

ーター機能、そういったものは各施設の担当者がＢＣＰに基づいて確認すると。避難所

に避難者が受け入れをできるような確認というのは当然しておるわけですね。 

今回の臨時情報については当然全ての機器点検をしたわけではございませんが、そう

いったことも含めて避難所が設営できるような確認を行ってほしいという確認をしたと

ころです。議員心配されるような機器がうまく動くかどうかっていうのは、これは法定

点検できちっと点検してございますので、作動しないということはないというふうに考

えておりますが、地震が揺れたときに何か不具合が起きるという可能性がございますの

で、その態勢は十分整えておるところでございます。以上です。 

〇12番（林 哲秀君） 

  わかったようなわからんようなあれですけれど、動いていただければいいことですか

ら。日ごろこれほど皆さんが災害起きると充電する場所がないというようなことがメデ

ィアでも新聞報道でもあるもんですから、私非常に古い人間ですけど今危機感を感じと

るわけですよ。それでもう一つ課長にお伺いしたい。何か今回のことで足らなかって買

ったとか、こうすりゃいかなんだという具体的な反省点とか何かありましたかね。買い

足したものはありますかね。 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

  今回の地震において何か新しく買い足したものはございません。以上です。今後用意

するというものもないと考えております。以上です。 

〇12番（林 哲秀君） 

  じゃあ大体、いざ緊急になった場合は揃っとるよという考えでよろしいですかね。 



 31 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

  はい、そのとおりでございます。 

〇12番（林 哲秀君） 

  これほどいろんな台風がきたりすると危機管理のほうもいろいろと点検はしてみえる

と思いますので、それは信用することによって。もう一つ、いざというときに土のうな

んかは土日祭日でも町民がとりに行ったときは出るんですかね。 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

  土のうについての御質問ですが、土のうは希望者が来ていただければお渡しできる態

勢はとっております。これ土日も含めてでございます。以上です。 

〇12番（林 哲秀君） 

  ブルーシートの在庫っちゅうのは、町民がちょっとほしいなという部分があった場合

はどういう対応されるんですかね。 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

  ブルーシートにつきましては当然、備蓄物品として町でも用意しております。ただそ

れを町民の方にお渡しするかどうかっていうところまではちょっと検討に至っておりま

せんので、備蓄はしておるという状態です。以上です。 

〇12番（林 哲秀君） 

  私が聞いてるのは緊急の場合で、一般的には大体買いに行きゃいいってことなんです

けど、緊急でどうしても欲しいといった場合はどうされるんですかね。こんなことない

と思いますけど、貸してくださいと後で返しますよというような緊急事態が、僕なきに

しもあらずだと思うんですよ。そういう緊急のことも考えとる。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  本年、１月１日に地震がありました能登、こういったところに職員が災害派遣で行っ

ておりますが、職員のその声の中にはやはり地震によって屋根が落ちてしまうと、雨が

降る家の中が濡れてしまうと。ブルーシートがあるといいなというのは現場でよく見て

きてそういう声を聞いております。果たしてどこまでの数量、どの大きさのものをどれ

だけ用意できるかは今後考えてはいかなきゃいけませんけども、ブルーシートが今以上

に必要なケースがあるんだなということは考えておるところです。数量については、運

用方法については今後検討したいと思います。以上です。 

〇12番（林 哲秀君） 

  運用方法ということは、町民が来たときに貸し出しができるようなということでよろ

しいですか。理解で。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  当然、災害時でございますのでそういった対応が必要だと考えております。以上です。 

〇12番（林 哲秀君） 
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  それともう一つ、先ほど外国人の話をしたんですけど、これも能登のほうだと輪島と

かいろいろありまして漁村だとかお魚を？？？ってことで結構外国人みえると思うんで

すけど、現実に働いてみえて。大治町の場合は在住なり定住なりそれぞれ仕事をみえて

そういう仕事はないと思うんですけどが、やはり避難所へ行くのが躊躇されると、お水

もないのに我慢しているというような状況も報道でありました。私の聞いたのはこない

だの20日ちょっと過ぎだと思いましたけど、三重県の亀山で外国人の通訳、ポルトガル

と英語とそういうの含めて、大治町の在住の方にボランティアでそういうときに言葉で

助けていただけるような人の養成を亀山ではやるということを言っていましたけど、大

治町もそういう考えはないですかね。 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

  現在のところそういうような考えはございませんが、今後は必要になってくるんでは

ないかとは思っております。以上です。 

〇12番（林 哲秀君） 

  だから今後必要になってくるからどう考えとるかと聞いておるんじゃん。やらないの。 

〇町長（村上昌生君） 

  とりあえず今５カ国語には対応するように揃えております。それで通訳が必要かどう

かっていうのは検討してかないといけないと思います。人材を確保するっていうことで

ありますので、今すぐに人材確保できるかというとそれもまた難しいことでありますの

で、とりあえず５カ国語には対応できるようにはしております。 

〇12番（林 哲秀君） 

  確かに早急では難しいもんですから、定住も含めてかなりの方が1,110人ですかね、み

えるもんですから、そこら辺ちょっとお願いをして、やっぱそういう組織をつくったほ

うが私はいいと思っています。将来的に。これも新聞報道でしたけども各北海道から沖

縄まで過疎の村で消防団員もこれも総務省のいろいろと制約あるみたいですけど外国人

の方、外国籍の方に国籍持った外国籍の方に導入してみえるところもあるということで、

グローバル、国際的というよりも必要不可欠なもんだと思っとるんですよね。だから今

町長が言われたようにいろんなものを含めて在住の外国人の方たちにボランティアで参

加していただくように努力をしていただきたいと思います。それはちょっとお願いです。 

  それで私もこの機会に大治町地域防災計画、防災ガイド、ハザードマップを400ページ

以上あったんですけど、ゆっくりは見れてないけどざざっと見ました。いろいろと質問

事項があったんですけどちょっと今回ここの質問をしたかったもんですから12月にまと

めて内容等を言葉尻等を質問したいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

２問目の質問の件でいきます。これは私が質問しとるだけのことで大治町にどれだけ

ドクターが見えるかしらん、ドクターやスタッフの方たちがみんなそう思ってみえる。

偶然に僕が行ったときにてっきり一緒にできると思ったもんですから、行ったら「でき
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ません」と「あま市ではやっていますよ」ということを聞いたもんですから、すぐあま

市の保険課長に会いに行きまして資料いただいてきたんですけどが、これは当事者でな

いとなかなかわからんですけど、ドクターの方やスタッフの方も二度手間。当事者も二

度手間。先ほど部長が言われたように、なぜ国保でやるか後期高齢者でやるか聞いてか

らやるということなんですけれど、なぜそこにこだわらなきゃいかんですかね。 

〇町長（村上昌生君） 

  先ほど福祉部長答弁させていただきましたけれども、これは年度の途中に75歳になる

人の問題なんです。そこで保険が切り替わるんです、これは。国保から後期高齢。です

から当然保険者が変わってくるんです、そういう手続きが変わるんです。それをやっぱ

り受診者にもきちんとわかるようにしようということで、話をしたところでありますん

で、これからやっぱりちょっとわかりにくいところが確かにありますんで、保険者が保

険の制度が切り替わる年度の途中、そうすると受診できるものが変わってくるんです。

それをもう少しわかりやすくしようということで今後はやっていきたいと思っています。 

〇12番（林 哲秀君） 

  町長の答弁から来年度からやっていただくということでございますので、事細かなこ

とを言っとってもしょうがない。あま市のほうはこういうチラシがあるんですよ。「がん

検診との同時受診も可能です」とかってここに書いてあるんですけどが、こういうチラ

シは今後大治町としてつくられるのか、まず知られてない方がたくさんみえると思いま

すけどが、そういうところでは改良はされるんですかね。これで一つ、あとは聞きませ

ん。やっていただくということですから。 

〇保険医療課長（水野克哉君） 

  がん検診と健康診査、一緒に受けられるようにわかりやすくチラシをつくるなど周知

には努めてまいりたいと考えております。以上です。 

〇12番（林 哲秀君） 

  やっていただけるということですので、少し試行錯誤されると思いますけどよろしく

お願いします。 

３問目にいきたいと思います。先ほどどっかの８月16日までにアンケートをください

というようなチラシが入っておりましたけれども、ここにチラシがあります。なぜこの

10年後に残したい大治町の魅力のひとこと、何で10年にこだわったのかちょっと教えて

ください。 

〇企画政策課長（横井宗宣君） 

  今回第５次総合計画こちらの方のアンケート調査で、他者が本町に来たくなるような

自慢できる魅力がないという答えた方が割合の人が低いという結果がありました。そう

いった結果を踏まえてこの度、第５次総合計画においても町の魅力を再認識・再発見し

て町民の方が誇りを醸成されることを目指すべく、今回こちらのほうでプロジェクトの
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ほうをやろうとしているものでございます。総合計画に合わせまして今回は10年という

基準のほう設けさせていただきました。以上です。 

〇12番（林 哲秀君） 

 だからなぜ10年で切ったんですか。ということは僕はねこれから質問しますけども町

史の件、もう一つ資料の件ですけど、いろんなプロジェクトで意見が出ると思いますよ。

それも町史に活かして町史も後から聞きますけど、そう慌ててつくらずに、最初の町史

が何年でしたかちょっと教えてください。何年につくりました。 

〇社会教育課長（加藤裕一君） 

  昭和54年に発行しております。 

〇12番（林 哲秀君） 

  多分吉田町長さんのときだと思いますけども、かなり資料落とし込んでありますので、

そこまで厚い資料もなかなかいいと思いますけれどもそれにプラスアルファしていくと

か、せっかく「ムネはるおおはる」やるわけです。そこでまた年配の方見ますと意見が

出ると思うんですよ。それも集約していただく。それと三つ目に言いましたこの民俗資

料室これも意見が出てくると思うんですよね。そういうもの含めて総合的に資料にして

残すのか、大きいものに関しては一点どうして１回皆さんに全部集めてスポーツセンタ

ーで展示してみるとかというような企画も含めて、もうちょっと町民に知らせないかん

と思いますけど、この町史はいつ完成でどのくらい予定しておるんですか、冊数として

は。急がないかんものですか。 

〇社会教育課長（加藤裕一君） 

  完成は７年度に完成をするように今準備進めております。発行部数に関しましては今

まだ検討途中でございます。以上です。 

〇12番（林 哲秀君） 

  ７年度のどの時期だようわかりませんけどが、今言ったようにもう少し意見をせっか

くプロジェクトであるもんですから、それも集約して読みやすく楽しいもの、歴史的な

ものは54年でしたかね、その資料はかなり読み込んであるんですよ。それ以外にもう一

つ聞きたいんですけど所長さんに。それ以外に史実として、歴史の史ね。実際にそれ以

外出てきたということはありますか。史実として大治町、54年の資料から。別の資料出

てきましたよ、こんな参考資料も出てきましたよということはあるんですかね、現在ま

でに。もう47年もたってますけど、こんな学が出てきてこういうこと書いてありました

よということはありました。そんなこと勉強しとらん。 

〇社会教育課長（加藤裕一君） 

  今回の町史は昭和の町になってからの令和７年度までの町の歴史ということで編集し

ておりますので、史実というものは何もございません。以上です。 

〇12番（林 哲秀君） 
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  ちょっと町史を外して、その54年に町史できましたよね。それからそれに対する史実

というのは大治町何も出てません。皆さんの町民から。どこどこに何々があったという

ようなことは出てません、全く発展がない。ということは僕のお友達が大治の出身の方

みえるけど結構皆さんよく知ってみえて、資料出したらまた別ですけど、そういうのを

含めないと意味がないじゃないですか、こんなのが出てきましたよっちゅうことを。歴

史のことはいいですよ、聞くだけですから。 

〇議長（松本英隆君） 

  暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午前11時45分 休憩 

午前11時46分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（松本英隆君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  教育長。 

〇教育長（平野香代子君） 

  この議会でもかなりさまざま意見を頂戴して町史についてはつくることになっている

と自分は認識しているんですが、平成24年ですか、文化財フェアというのをされてそし

て25年には自性院展というのをやりました。当時町民の方々からこんな素晴らしいもの

あるんだからもっと大治町アピールしたほうがどうかという話もあり、私はまだそのこ

ろ聞きかじった話なんですけれど、なのでもっと大治町のこと調べたらどうっていう話

の中から、でも古いことはなかなか今議員おっしゃるように難しいんですね。当時、松

葉城の試掘とかもされていたようですけれども、それもなかなか進まず。でもあったこ

とは間違いない。ただどこかという話はまだまだ確定できてないんですが、ではそれな

らば古いことよりは今私たちがせっかく大治町になりましたのでまさに町史です。大治

町になってからの大治町の出来事を続編として、私も当時多分いたと思うんですが、町

史をもう一回つくり直すんではなくて続編としてならデータとして残す、あるいは町史

として残すのはいいんではないかという話になって今進んでいると思っています。従い

まして今回はかなり単純に昭和50年ですか、大治町になってからの資料をさまざまなと

ころから集めるだけではなくて、歴史講座の参加者の皆さんであったり、あるいは広報

で大治町のことについて話をしていただけませんかといってワークショップも何回かさ

せていただいておりますので、詳しい方々からも資料をいただいているというふうに自

分では認識をしているところであります。今そこをまとめているところであります。以

上です。 

〇副町長（横井良隆君） 
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  私のほうから町史編さん委員長といたしまして私が就任しております。そういった中

で今回の町史の方針は先ほども企画のほうからありました、もっと広い方に大治町を知

っていただこうという目的といたしまして、基本的には中高生、もしくは主婦の方、社

会人になって余り大治町に関係の薄い方、そういった方にも手に取ってもらうというコ

ンセプトで横文字にしてカラーにして発行する予定でおります。従いまして過去の町史

はもちろん参考にさせていただきます。歴史は道ですので。そういった部分をコンセプ

トであまり深い専門紙にはする予定はありませんので、そういった部分のコンセプトで

今、編集作業を進めているところでございます。 

〇12番（林 哲秀君） 

  それぞれの方から御意見いただきまして、私前言ったんですけど大治町には明眼院と

いうのがあります。すぐ北には甚目寺観音があって前田利家の奥さんのおまつの芳春院

があります。名鉄で来ていただいてあっちをぐっと散歩していただいて、大治町にもそ

ういう歴史があるよというふうにインバウンド、外国人の方はないと思いますけど、今

言ったように大治町以外でも大治町こんなに素晴らしいですよということを僕アピール

していきたいと思っているし、私54年大治に来て住んでおりますのでそう変わってはな

いと思うんですけど、歴史はやってくると、歴史は結構あるなという部分では自分で感

じておりますので、ぜひ大治町の学校関係もそりゃそうですけど、以外の方に来ていた

だけるような策なり、いろいろせっかくあるわけですから明眼院もあるわけですから、

そういうものも観光地にはなかなかなりませんけども散歩コースだったら十分だと思い

ますし、名古屋駅のアクセスも近いことですから、含めてね考えていただきたいと思い

ますけど、よろしいですか。 

〇副町長（横井良隆君） 

  ありがとうございます。もちろん冊子には明眼院も含めて、現状の部分も含めて触れ

させていただきたいと思います。我々も今、目下編集中でありましていろんな例えば我々

もそういったほかに埋もれた魅力があればぜひとも教えていただければ、我々も調査し

ますのでまたそういった貴重な御意見があれば我々にも御教示いただきたいと思います。 

〇12番（林 哲秀君） 

  なぜそういうことを言ったちゅうかは、今現実にたくさんの方がよそから来ていただ

いて住んでいただいておりますけど、ある地区ではもう町内会なんていらないよと何も

手伝わないよと、大治町がどんなもんだと知らんというような形でのところで町内会を

脱会してみえるところもあるんですよ。総代さんが弱ってみえるんですけど。そういう

意味においても私、民芸品を一堂に１回集めて大治町はこんなもんがあるんだという部

分も見せていただきたいなと思いつつ、お願いして一般質問終えます。ありがとうござ

いました。 

○議長（松本英隆君） 
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 12番林 哲秀議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午前11時52分 休憩 

午前11時53分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（松本英隆君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  ５番鈴木康友議員の一般質問を許します。 

○５番（鈴木康友君） 

  議長。 

○議長（松本英隆君） 

  ５番鈴木康友議員。 

○５番（鈴木康友君） 

  ５番鈴木康友です。議長のお許しをいただきましたので通告書に基づき一般質問をさ

せていただきます。議題１、スポーツセンターカフェ事業について。スポーツセンター

は基本構想コンセプト「おおはるみんなの広場」のもと、子供や保護者を中心とした多

世代交流が実現でき、町民に愛される新たなスポーツセンター実現に向けたリノベーシ

ョン事業が行われています。事業計画の中ではスタジオ、カフェ、物産コーナー、子供

の居場所などが予定されております。その中で大治町商工会がカフェ事業者の募集を行

っております。募集事項ではＳＮＳの活用や利用者のモニタリングを実施し、公共施設

内のにぎわいを創出するとともに、地域振興を図ることを目的にするとあります。商工

会はカフェ運営に向け企画を起こしておりますが、町としてカフェ事業をどのように考

えているのかをお伺いいたします。１、カフェ事業の募集方法、運営形態、契約。２、

今後の事業計画や工程。３、事業の目的やコンセプト、マーケティング対象。４、事業

の予算規模や初期投資について。でございます。 

続きまして２題目、国保会計の財政は大丈夫か。ということで国民健康保険特別会計

は加入者の減少や高齢化など厳しい財源の中で運営を行っております。その中でも国民

健康保険税の納入なくしては国保運営は成り立たず、滞納額の増加は納税者に不公平感

を与えるばかりでなく国民健康保険の財源が不足し、税率の引き上げを行わなければな

らない事態となります。また大治町の令和６年度予算を過去の予算との比較、特に国民

健康保険現年度課税分、繰越金、支払い準備基金からの繰入、この３点から鑑みたとこ

ろ、財政状況が特に厳しいのではないかと考えられます。また、今年周辺自治体でも次

のような件が発生しております。「愛知県弥富市が2023年度、令和５年度ですね。国民健

康保険特別会計の決算で1260万円の赤字が発生したが出納整理期間中に2024年度、令和
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６年度の歳入から繰り上げ充当を行わなかったため、地方自治法に違反した状態がある

ことがわかった。」新聞報道より引用させていただきました。一度、モニターの準備させ

ていただきますので暫時休憩お願いします。 

〇議長（松本英隆君） 

  暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午前11時57分 休憩 

午前11時57分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（松本英隆君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

鈴木康友議員。 

○５番（鈴木康友君） 

５番鈴木康友です。それでは、お伺いをしたいのは令和５年度決算報告から国民健康

保険、以降国保と省略いたします。の財政状況を確認したいと思います。また、今後の

計画や見通しを考えていくために財政についてお伺いをいたします。 

１、令和５年度決算から現時点での国保会計の財政状況をどのように考えているか。 

２、愛知県内全市町村の平均収納率と大治町の収納率についてお伺いいたします。以

上です。 

〇建設部長（三輪恒裕君） 

スポーツセンターカフェ事業について４点御質問いただいております。１問目、カフ

ェ事業の募集方法、運営形態、契約についての御質問です。募集方法につきましては、

現在商工会において公募が行われていることは認識をしております。運営形態につきま

しては、大治町から商工会への委託契約となります。続いて２問目、今後の事業計画や

工程についての御質問です。事業計画につきましては事業者が決定したのちに商工会と

協議していくところでございます。工程につきましては町政50周年事業と連携して進め

ていく予定でございます。続いて、事業の目的やコンセプト、マーケティング対象はと

の御質問です。にぎわいマルシェ事業は、改修後のスポーツセンター内において、カフ

ェコーナー及び物産の販売により誰もが気軽に立ち寄り憩うことができる空間、また友

好自治体の関連品、情報にふれられる空間、大治町の商工業の発展を目的としておりま

す。マーケティングにつきましては、これまでのスポーツセンターの利用者のみならず

子供の居場所やスタジオの参加者、物産コーナーにおいでいただく方々を対象とするほ

か、にぎわいを創出する事業への参加者が対象となる見込みでございます。最後に事業

の予算規模や初期投資についての御質問でございます。カフェ事業においては事業者が

選定されてから決めていく部分でございますので、今の時点での回答は差し控えさせて
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いただきます。以上でございます。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

国民健康保険特別会計の財政運営について御質問が２点あります。初めの１点目でご

ざいますが、令和５年度決算から現時点での国保会計の財政状況をどのように考えてい

るかとの御質問でございます。令和５年度の財政状況としましては、歳入におきまして

国民健康保険税現年課税分の収納率は当初90％と見込みましたが、88.75％となっており

約2500万円の税収減となっております。また歳出におきましては愛知県から提示されま

す事業費納付金が近年増加傾向にあることを考慮して令和５年度の実質収支額は約4700

万円となり、令和６年度当初予算で計上した前年度繰越金、約7400万円と比較しますと

2700万円程度、財源が不足する見込みとなっております。また、令和６年度では支払い

準備基金から約8100万円全額を繰り入れることとしたため今後は基金からの繰り入れは

見込めない状況となっております。よって、このような状況を踏まえますと、本年度以

降の国民健康保険特別会計の財政運営は厳しい状況下にあると考えております。 

次に、２点目の県内全市町村の平均収納率と本町の収納率につきましては、令和５年

度現年課税分の県内市町村の平均収納率は95.54％、本町の収納率は88.75％でございま

す。以上です。 

○５番（鈴木康友君） 

もろもろ御答弁いただきましたので、一つずつ再質問させていただこうと思います。

まずは国保のほうから伺いたいなと思います。今回９月の一般質問は今年の３月議会の

予算質疑、また６月議会の一般質問と続きましてシリーズ物の第３部作目となっており

ます。それでは一度モニターのほうを御覧ください。これが大治町を含む周辺自治体の

収納率となっております。先ほど御回答いただいたのは令和５年度分でございまして、

これは愛知県のほうで表示されている令和３年度から引用はさせていただいております

ので少し数字は違います。この中で大治町は先ほど回答いただきましたとおり90％を割

っておりまして、令和３年度ここにつきましては県内で最も低い状況になっております

と。ここにつきまして県平均と約６ポイントほど差がございます。６％ですね、この要

因を把握していただいているとは思うんですが、その要因をお答えいただければと思い

ます。 

〇保険医療課長（水野克哉君） 

収納率の県内平均から比べて低いといった要因でございます。毎年この収納対策とい

うのは対策を練りながら休日滞納整理、また最初に始まりますのは督促状から始まりま

して、随時未納対策はしております。そんな中で収納課とも連携しながら滞納処分もし

ながら努めておるところでございます。ポイントが少ないっていうところですね検討、

検証はしております。周りの自治体からも確認しながら何が今、本町において足りてい

ないのか、そんなところもいろいろといろんな視点から確認しながら検証というか今の
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大治町の低いところを分析はしております。ただ若い世代が多いといったところが一つ

原因としては上げられるんじゃないかなとは考えてはございます。以上です。 

○５番（鈴木康友君） 

  今お答えいただきました収納率の原因につきまして、若い世代が多いといいましても

ほぼ同じ人口規模で似通った構造をしている蟹江町が94％を超えております。そして人

口のいろんな方がみえる名古屋市96.34ポイントということで、ちょっとそこの若い人が

っていうところについては具体的に今どのような数字を参考にして若い人の人口構成比

が違うとか、何をもって若い人が多いから収納率が低いと。余りにも違うじゃないです

か、なのでもう一度詳しくお答えいただけませんか。 

〇保険医療課長（水野克哉君） 

  まず名古屋市さんとの違いにつきましては、保険料か保険税という違いもあります。

蟹江町さんも確かにそこまでの大治町との違いというものはないっていうのは認識はし

ております。蟹江町にも確認しながら、確認はしております。その中でも結論的にはや

はりちょっと今、先ほど申したところが１番の原因なのかなというふうには感じており

ます。以上です。 

○５番（鈴木康友君） 

  それでは収納率が厳しいという状況は認識されていらっしゃるということで伺いまし

たが、そんな中、令和今聞いているのは５年度の結果の審議が始まっているんですが、

６年度の予定では収納率が上がるというふうに目標を出されているんですよ。今までは

90％で推移していたのが今年になって91％頑張ると、収納率頑張ると数字の目標出され

てみえるので頑張られるんだなとこっちは認識してます。そのために令和６年度どのよ

うな取り組みをされているか、またポイントを上げる以上は新しいことをしないと上が

らないじゃないですか。同じことしていても上がらないので、何か新しいことは今年取

り組まれたのかというその２点について伺いたいと思います。 

〇町長（村上昌生君） 

  滞納率のことをおっしゃられていますし、若い世代だというような答弁をさせてもら

いましたけれども、若い世代の人たちが国保の保険税払わないということではないと思

います。いろんな方がみえて、いろんな事情があって滞納率がどうしてもこういう数字

になってしまうと。滞納後につきましては令和５年度に限らず、ずっと何年も取り組み

をしてきております。してきておりますし、言ってみればちょっと強硬な徴収にもした

ことがありますが、そういったことでずっと徴収については取り組みをしてきています

し、土曜日・日曜日も出て被保険者の方とお話をする。あるいはどうしても一括納付が

できないので分割でというようなことはずっとやってきておりますが、やはりどうして

もいろんな事情があって細かい事情はここでは言えませんけれども、こういう結果にな

っておるということでありますんで手つかずの状態でほかっとるというわけではござい
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ません。そこのところはよく理解していただきたいと。それと国保の財政のこと言われ

ておりますけれども、もともと財政厳しいんですこれ。徴収率100％にしたら国保の財政

が全て健全化になるかって、そういう問題でもないということであります。国保の財政

運営、厳しいこと議員の皆さんよくご存じじゃないですか。基金全部崩しましたでしょ、

よくわかってみえるでしょ。 

        ［発言する者あり］ 

〇議長（松本英隆君） 

  暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後０時09分 休憩 

午後０時09分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（松本英隆君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  町長、続きをどうぞ。 

〇町長（村上昌生君） 

  基金も全部取り崩したことは重々わかってみえると思います。基金の在り方について

もいろいろ御批判を受けました。でありますから基金も全て崩しました。ですから、今

後についてどうやって保険、この国保を運営していくかっていうことは議員の皆さんは

よく理解してみえるんじゃないですか、これ。もう保険税を上げざるを得ない。保険税

上げるなっていう声もありますけど、どっから財源持ってくるんですか。どっから財源

持ってきたらいいと思いますか、それならば。 

それともう一つ、ちょっと指摘をさせていただきますと、よその自治体のことですね、

これは。あんまりこういうことを違反というような言葉をここで言われるのはどうかと

思いますよ。違反、弥富市って書いてあるから弥富市のことだということでお話ししま

すけれども、地方自治法に違反した状態であることがわかった。確認されたんですか、

違反っていうことを。あんまり議場の中でよその自治体のことを違反という言葉をここ

で発するのはどうかと思いません議長、そうじゃないですか。それと、議員がおっしゃ

ってみえる財政状況の問題の御質問であります。私の理解しているところで言いますと

弥富市のこの問題は財政状況の問題ではないというふうに私は理解しております。です

からね、こういうところでよその自治体のことをあんまりこういうふうな言い方をする

のは私はよろしくないと思いますけど、もう発した言葉ですからどう取り扱いをするか

は議長にお任せしたいと思います。 

〇議長（松本英隆君） 

  暫時休憩とします。 
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～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後０時11分 休憩 

午後０時12分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（松本英隆君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  鈴木康友議員。 

○５番（鈴木康友君） 

  町長がおっしゃっていただいた、その思いだったりとか考えっていうのはごもっとも

だと思います。ですが、弥富市の件につきましては僕は批判をしているわけではないで

すよ。そういった事象があったと新聞で報道をされていると、これは事実です。事実の

確認です。だから僕が違反しているといったわけではないです。新聞から引用をさせて

いただきましたと通告書にも基づいて発言をしておりますので、私の意見が是非という

ものは今回は申し上げておりません。ただ、そのようなことが上がったことを踏まえて

我が町としてはどのように考えていくのか、じゃあ財源どうしたらいいんですかってい

うのは町長がおっしゃったとおりなので、この後に私も論点を展開していきたいと思い

ますので一つずつ伺っていきます。 

まず今回自分、蟹江、弥富の関係者のところに取材にお伺いをさせていただきました

と、収納の考え方等も本当にさわりですが学ばせていただきました。よいものは参考に

すべきですので収納率の高い、特に近隣では自治体構造が大変酷似しておりますので蟹

江町など参考にしてはいかがでしょうか。もう一つは自分も収納について本当に勉強を

したいなと思っておりますので、収納等に関する町の方針またはマニュアルなどがあれ

ば一度、議会のほうに御開示いただければ、もしくはここで見られますよということを

教えていただいたら自分も一生懸命勉強したいと思っておるので、言いっぱなしじゃな

く僕は勉強したいと思っているのでそれは可能でしょうかというこの二つについて、お

問合せしたいと思います。 

〇議長（松本英隆君） 

  康友議員、ほかの町村の収納どういうふうにしているかっていうことを聞けるのかと

いうことです。 

○５番（鈴木康友君） 

  そうですね、先ほど参考にしてみえるって言ったので、収納の具体的な方法について

は参考にしてみたらということと、あとそのマニュアルとか方針、やり方っていうもの

があると思うんでそれについてです。 

〇議長（松本英隆君） 

  わかりました。 
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  保険医療課長。 

〇保険医療課長（水野克哉君） 

  収納方法につきましては、先ほど申しましたが周りの自治体からも参考に、今現状も

お聞かせいただいているところでございます。収納の方法、マニュアルにつきましては、

マニュアルというか滞納整理実施方針というものに基づきながら収納課と連携を取りな

がら進めておるところでございます。以上です。 

        ［発言する者あり］ 

○５番（鈴木康友君） 

  答弁少し漏れているので、そのマニュアルというか実施に基づいたそれの資料が私が

確認できるのかっていうのを伺いたかったんですけど。 

〇議長（松本英隆君） 

  暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後０時15分 休憩 

午後０時16分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（松本英隆君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  福祉部長。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  滞納方針につきましては、これまでも担当課の保険医療課、それから収納課と打ち合

わせをして滞納が少しでもなくなるように取り組んできました。また先ほど来、話があ

りました他の自治体との比較、これについてはなぜ大治町が他の自治体よりか低いかと

いうところの分析は、やはり他の自治体に確認を取って進めるのが一番であろうという

ことで前からしております。しかしながら大きな変更点、変わったところがなかなか見

つからないというのが現状です。本町としましては、できる限り現年課税分を中心に収

納しまして、収納率を上げていきたいということで頑張っております。６年度について

も同様な考えでいきたいと思います。また、方針の開示につきましては滞納方針、収納

の上げ方、細かい具体的なことが書いてありますので、これは行政事務の手続きとして

公表はしないと今のところで考えております。以上です。 

○５番（鈴木康友君） 

  では、先ほども少し単語や回答、そして町長のお言葉に出ておりましたので一度モニ

ターのほうをご覧になってください。なかなかちょっと予算書とか決算書を見ないとわ

からないと思うので自分が少しまとめさせていただきました。まず少し数字見づらかっ

たら済みません。①番こちらここが決算で確定した数字で今年の収納率に関わるもので



 44 

すね、大治町がこの年にどれだけ保険料を集めきれたかということです。５年度の決算

は約89％、さっき88.75だったので切り上げて89％にしました。なので５億7933万円集め

ましたよと。で、６年度は見ていただいたとおり５億8380万円を集める予定だと。これ

が91％集めるとこの数字に到達するという予測を大治町のほうは立てておりますと。ざ

っと計算すると、この収納率というものが１％変化すると予算が650万円変わります。こ

れは大体なので、そんなものなんだなというふうに認識してください。なので６年度91％

を予定されておりますが今までの年度の数字を見ると89ポイントくらい、89％くらいに

落ち着くのではないかなと僕が勝手に予想していますので、その財政状況を見たときに

２年間ですね、１年間じゃない失礼しました。１年間で２ポイント違ったら1300万円く

らいざくっと変わるだろうと。 

２番です繰越金。これは５年度に国保会計で4674万円来年度の予算として余りました

というか、残したお金です。なので現在国保の会計には4674万円余っています。ですが

６年度予算の要求を見たときに7468万円必要だと６年度予算では言っているんです。こ

れは一番最初に御答弁いただいたときの数字にも上がってきました。なのでその差額は

2794万円になるだろうと。これは切り捨てたりしているので大体だと思ってくださいね。 

そして３番これが貯金です。先ほど町長も全て切り崩したとおっしゃっておりました、

そのとおりです。今年度の６年度ですね、全て使い切りますと、残りの貯金通帳の残額

見たら8187万円だったと、今年で8100万円使い切りますと予定しております、残りは87

万円ですよね。さてここで、当初の予想と今この９月で出た決算はかなりのずれが出て

おります。本当に予算が足りるんですかというところを確認したくて今回のお話をさせ

ていただいております。その差額はざっとした計算で4000万くらい、すでにマイナスが

発生しているんじゃないかと自分は考えております。ここでお伺いをしたいのは財政厳

しいですよと、そのとおりです厳しいと思っております。愛知県または国保運営協議会

にこの状況を確認されてみえると思います。結構な瀬戸際なので、その県や国保運営協

議会さんから財政状況、収納率などについて御意見または何かあったんでしょうか、指

示などは。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  今回は６年度についてお話をされていますが、県からは毎年度、翌年度の国民健康保

険特別会計、ここに関わる市町村の標準税事業費納付金、こういったものあと収納率、

こういったものを踏まえまして収納率が低い自治体についても適切な税率となるように

対応するようにという話はこちらには届いております。以上です。 

○５番（鈴木康友君） 

  では続きまして、それを踏まえて６年度の話ということでこの財政不足の状況、現在

のところ、これは仮ですよ仮。自主財源のみで解決しようとした場合に必要な収納率は

95.3％。今から6.3％増必要ですよと、そうでなかったらどこかからお金を入れなければ
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ならない事態になりますと。ちなみに先ほど、最初に冒頭申しあげた弥富市は補正予算

でどこかからお金を足りない分を入れたり翌年度から前借り、繰り上げですね。期間中

に行わなかったので問題となったという、これは事実なんですよ。これがいいとか悪い

ではなくて、こういう事象が起きましたということなんです。それを踏まえて大治町は

同じ状況に立たされて、だから繰り入れた繰り上げなかったがいい悪いじゃなくて、大

治町も予算不足がぎりぎりですよというところで今後何をしていくんですかというのが、

これからのお話ですよ。だから、それがいい悪いじゃないんです。なので今もお話しし

ましたけれども、この６年度の予算不足、今先ほどの表でお示ししましたがどのような

対応をされる予定があるのかお伺いしたいと思います。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  今年度におきましても収納率向上に向けて現年度を中心に電話連絡、あるいは休日滞

納整理を行っているところであります。これは少しでも収納率を上昇したいという思い

でやっているところです。また今年度につきましては、半年過ぎたところですが最終決

算を迎えるにあたりまして財源が不足する場合も想定されます。そのときはまたその時

点において適切な対応を行っていく必要があるというふうに考えております。以上です。 

○５番（鈴木康友君） 

  その必要な対応というものについての詳細と、あと例年半年を折り返しました、なの

でこの半年時点で令和６年度の収納率、収納具合というのは例年と比較してどれくらい

に達しているのでしょうか。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  今後の見込みの財源についてのお話がございました。やはりこれは今年度決算を迎え

るにあたりまして、これは当然町としては国保会計だけでなく全ての会計がある中で決

算の金額を踏まえた財源対策をしてまいります。ですので、今後決算を迎えるにあたっ

て、そのときに適切な考えで進めてまいりたいというふうに思っております。 

〇保険医療課長（水野克哉君） 

  続きまして、今年度の収納状況につきましては第１期が７月に出ております。まだ２

期、３期というところでございましたが、昨年度と比較して同等くらいの収納率、収納

額というのは確認はしてございます。以上です。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  先ほどの福祉部長のほうから現年課税について重点的にというお話でした。これは溜

まってしまうとなかなか返済が難しいということで現年課税についてはお願いしていた

だいております。繰り越し分につきましては総務部収納課で対応はしておりますけれど

も、やはり私が感じておりますのは国民健康保険の加入者というのは自営業者、それか

ら国民年金生活者もしくは退職をされたような方というようなさまざまないろんなケー

スがあると思います。これがほかの自治体と同じような土俵で比較ができるのかと非常
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に難しいところはあると思います。例えば年金加入者であれば特別徴収で税が支払われ

るというところも大きく違うと思いますし、そういったことを考えて我々収納課といた

しましては滞納者とよく話し合いをしながら、当然今働いていて収入があるのであれば

きちっと払っていただく。それも現年を納めながら過年度の滞納の分も計画的に払って

いただく。これが例えば滞納が10万円あれば毎月１万ずつ払っていこうかと、そういっ

たような相談にも応じているわけです。その方の家庭の状況、いろいろあると思います

ので収入の状況、滞納の金額ありますのでそれぞれに応じた対応をしております。なの

で場合によっては先ほど町長が申しあげたとおり、差し押さえということも給料差し押

さえから家のもの差し押さえ、こういったことをやっておりますので収納率の向上は当

然目指しておりますが、それだけで国保財政が健全化になるというのはやはり国保の制

度上、限界があるのかなというふうに感じております。御理解いただきたいと思います。

以上です。 

○５番（鈴木康友君） 

  今お話を伺うと制度上難しいということであれば、国保会計の自立化が難しいという

ような聞こえ方にもなるんですけれども、そこで二つ伺いたいです。まず一つ、先ほど

少し、今年度については収納率上げてまだ途中なので半期なので頑張ります。というふ

うな話でしたが制度的な話、ルールとして特別会計予算に不足が生じた場合、大治町が

行わなければならない財政上の手続きや手段をお答えください。これは未来の仮定の話

ではなく定まっているはずです。ですからお答えください。もう一つにつきましては先

ほど部長のほうにもお答えいただきましたが、ちょっと財政制度上この自主財源という

か収納率上げることだけでは難しいというふうにおっしゃっていましたが、その難しい

というのはどういうことを指すのかもう少しだけ具体的にお答えいただけたらありがた

いです。以上です。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  財源が不足する場合の手段、これにつきましては６年度、例えば財源がない場合につ

きましては一つとして、翌年度歳入これを繰上充用しまして７年度の予算を６年度に持

ってきて６年度の予算が不足ないようにするということになります。それから難しいと

いうところは、これは平成30年から国保の運営が愛知県で一体化になったと、これは運

営あるいは財政責任を県と一緒に行っていくというところで、構造的な問題としまして

は赤字を解消すると、それから基金については必要に応じて取り崩しながら行っていく

と。県のほうから示されておる標準的な税率を試算していきますと、毎年毎年町として

は税率が上がっていくというような形になります。それではやはりなかなか納税される

方も難しいものですから、これまでの基金を活用しながらできるだけ税率を上げないよ

うな形、抑制する形でこれまでも進めてきました。そういった形で財政構造的には非常

に厳しいと、しかしながら国の交付金等の話もありますので１年に数回、国に対しても
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交付金の適切な自治体への補助、交付、そこについてしっかり対応をお願いしたいとい

うことで、これまでの書面で出しておりますので今年度また対応していきたいというふ

うに思っております。以上です。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  済みません１点、町長政策の点から御答弁差し上げますけれども、今歳入の確保とい

うのも当然大事ではあるんですが、いかに医療費を抑えていくかというところで、これ

国保加入者だけではございませんけれども町長施策といたしましては高齢者の健康増進、

認知症予防、それから早期発見のための健診の推進、こういったところを充実してやは

り健康寿命を延ばして医療費を抑制していく。こういったことも同時に必要だというふ

うに感じていろいろとやっておるところでございます。そういったあわせてそういうこ

とをやっていくべきであるという考え方でございます。 

○５番（鈴木康友君） 

  ありがとうございます。医療費の抑制については長期的視野で本当に取り組んでいた

だいている。または取り組むべきだと思っておりますのでそこについては本当に大切な

ものだと感じております。ですが、財政は喫緊な状況を迎えておりますので今年の医療

費が少なかった多かったというものがここに直接影響するわけではない部分がございま

すので今お話をしているわけです。ちなみに先ほどの御答弁の中で手続きありませんか

というふうにあったんですけど二つあるんですね。来年度予算から繰り上げについては

先ほどお答えいただきました。前借りできるんですね、つまり来年度の自分から借金す

るわけです。または、一般会計から繰り入れる。これについては全町民でその赤字分を

補填しましょうという話になります。一般会計というのは大治町の別のお財布から国保

の会計が足りないから、そこに繰り入れましょうね、つまりお金を補充してあげましょ

うねということです。ただし、これはどちらも赤字措置になるので赤字補填計画が必要

になると僕は考えているんですよ。これは県のほうでも定めておりますので愛知県国保

運営方針にある計画の作成が必要になると思いますけれども、こちらについてもし赤字

というものがわかった場合にいつ提出されるのかなということが一つ、もう一つですが

自分もこれについては一般会計、国保会計が自立を求めています。これは前も一般質問

のときにも町長と確認をさせていただきました。だからこのことについて善悪はありま

せん。また、この一般会計から繰り入れというものは、この周辺自治体でも行っている

んですよ。だからそこについては各自治体の考えなのでそこに僕は善悪はないよと言っ

ているんです。６月の議会で町長は一般会計からの繰り入れは良しとしない旨の発言を

いただいていると自分は記憶しているので、今回お話をさせていただいているわけです。

現時点では自分も国保会計の自立化を望んでいます。ですが、それがかなわなかったと

きにお金が本当に足りませんでしたと、あり得る話ですよ。そうなった場合にいつを最

終判断の時期として赤字補填を編成するのか。先ほども少しお尋ねしましたが愛知県国
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保運営方針にある計画書の作成が必要ですが、これいつ提出されますかと。この２点に

ついてお伺いしたいと思います。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  財源が不足した場合どう対応していくかというところでございますが、今年度におき

ましても半年が過ぎまして、５年度の財政状況による６年度の歳入不足、それから基金

の取り崩し、あとは事業費納付金の増加、こういったところを踏まえますとやはり財源

は厳しいと。現在の状況ですと12月の議会で一つの方向性を出してそれまでに町の考え

方を決めていくという手法もございますし、財源によっては３月までもつ場合もござい

ます。それは今後段階に応じて考えていきたいというふうに思ってます。それから仮に

の話ですが、今現在で財源不足になった場合、赤字の補填をした場合ですね。それは今

後また県のほうから連絡が来ると思いますので翌年度以降の計画で対応していくという

ことになると思います。以上です。 

○５番（鈴木康友君） 

  それではもう一度モニターのほうを御確認いただければと思います。今年の財政が厳

しいのであれば来年はもっと予算不足が懸念されます。６年度に予算が成立したと、ど

こかから補填が必要なかったという場合に７年度はほぼ間違いなく保険料のどこかから

の補充が必要になってくる恐れがありますので、７年度の保険料どうなるか。ここが心

配事であります。大幅に保険料が増額するんじゃないですかと。特に翌年度の、今まで

議会には毎年３月に保険税の試算の資料が示されておりました。翌年度、保険税率どれ

ぐらいになるのかなというものは、明示いただいていたんですね。しかし、令和６年度

の今年の３月の資料では数値は書いてありませんでした。つまり我々でも現時点で幾ら

保険料が上がるのかというものは把握していないんですね。議員の皆さん御存じですよ

ねというふうにおっしゃっているので、御存じになりたいわけですよ。知りたいんです

よ。ですが今の段階で具体的な数字も方針も明かされていないんじゃないですかと僕は

聞いているんですよ。いい悪いじゃないですよ。なので今の段階では僕たちはわからな

い、だから知りたい。町民の皆さんは３月に予算の審議のときにいきなり大幅な値上げ

が発表されるか、または納付書を見てびっくり仰天という状況が発生するわけですよ。

令和７年度の税率っていうのは一体いつ頃お示しいただけるでしょうか。また来年以降

の保険税の試算を行った資料をもう一度議会のほうにも毎年つくっていただいていたの

で、残る財政またその予算、残りの来年への繰り越しなど全部入れたらつくれるはずな

ので９月時点であれば、こちらの試算を再試算を行った資料の提出を、これは要望しま

すが可能ですか。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  まず保険税率の考え方でございます。これは愛知県のほうで事業費納付金というもの

が大治町に請求されます。これはなぜかと申しますと医療費につきましては愛知県が全
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て交付金という形で大治町にいただきます。その代わり保険税収納、収入がこちらあり

ますので、そういったものをプラス医療費等に必要な財源を県のほうに拠出すると。こ

れは事業費納付金という形になります。この納付金が少し前ですと下がってきておった

と３、４年ぐらい前には。現在はここ２年で上がってきているということからすると、

当然その町の支出の負担額が大きくなるということで、その分保険料に反映されて参り

ます。しかしながら、当然事業費納付金の推移も不明ですのでできるだけ税率を維持し

たままいきたいということで我々も現在の状況を踏まえて、税率今年度については据え

置きをしたということになります。しかしながら、先ほど来説明していますように国保

の財源については非常に厳しい状況でございます。こういったものを踏まえると翌年度

の保険料は上げざるを得ないかなというふうに思っております。これも国保の加入者の

方につきましては、納付書とともに説明書を一枚入れまして説明をしております。こう

いう状況で財政状況が厳しいと、よって来年度以降の税率が上がる恐れがあるというこ

とで説明をしております。いつ税率が上がるかどうかお伝えできるかというお話ですが、

例年どおり３月議会になると。これは県の発表する事業費納付金が確定するのが１月で

すのでそれ以降の判断になるということになります。それからもう一つ、過去において

５年ぐらい１度に資料としてお出しした分析表がありますが、なぜ出ないのかというと

ころにつきましても答弁しましたように、単年度の事業費納付金と医療費についてかな

りの変動があるので、実際の税率ですか、そこがどれくらい変動するのか読めないとい

うことで今回単年度方式に切り替えたというものでございます。以上です。 

○５番（鈴木康友君） 

  これは見解の相違かもしれませんが、逆に厳しくてそして税率が上がる恐れだからこ

そ、最悪の想定を見越して数字を出すべきだと思うんですよ。だからぎりぎりまで出さ

ないんじゃなくて厳しい状況で、赤点の可能性すらある、税率が大幅に上がる可能性が

あるから、ここまでにはとどめたいが年々、もちろんわかりますよ県からの納付金が上

がっているということも決算書、予算書見させていただくとこちらも把握しております。

だから納付額が上がるということは県に対しての支払いが増えているわけなので余計厳

しくなっているわけじゃないですか。だから数字をある程度算出して変化すれば仕方な

いじゃないですか、でもそれを示さないということ自体がよくないです。最初になぜ収

納率を聞いたかといったらその収納率が改善すれば全ては解決はしないんですが、町民

の負担増は緩和できますよね。これは間違いないです。そう僕は思っております。なの

で負担増の場合、今後の計画を町民、議会に提出してまずはこちら一緒に考えるべきで

はないんですかというところを確認を何度もしているわけです。 

もう一つ、ここで質問ですけれども町としてもし本当に今年赤字補填もしくは将来的

に赤字補填が必要になった場合、先ほど二つ挙げました繰り上げと繰り入れ。一般会計

からの繰り入れまたは来年度から借りてくる繰り上げ、このどちらを取られるんですか。
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これについてはお答えください。 

〇町長（村上昌生君） 

  推移の数字を今まで示してきたと言われますけど、あれは保険税の計算方式を４方式

から３方式に移行しましょうというその過程で、どういうふうに推移をしていくか。そ

れと基金をたくさん持っていましたから基金を崩しながらどうやって保険料を抑えてい

こうかということを計画的にやってきました、我々は。そういうことでお示しができた。

今、３方式に移行しました。基金も全部崩しました。数字の査定というのか、それどう

やって示すんですか。そうやって計画的に我々やってきましたので、保険料の改定もや

ってきた。内訳の計算の。基金を持って崩してやってきたのもどうやって保険料を抑え

ていくかということをずっとやってきたんです我々は。ついに枯渇をしてしまった今の

段階でどうしようと言われても、もう足らなければこれは保険料を上げざるを得ないと

いう結論に我々は達しているところであります。ですから、どうするんだどうするんだ

と言われてもその状況が来たらそれなりに適正な処置を行っていきたいとこういうこと

であります。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  今、財源不足の場合二つの方法があると、これは翌年度の歳入の繰上充用、もう一つ

は当該年度の一般会計からの繰り入れ。しかしながら制度上は翌年度歳入の繰上充用を

まず優先するということですので、当該年度の一般会計繰入金というのはなかなか難し

い状況です。いつやるんだという話なんですけども、それは先ほど来、何回も申してお

りますが、今年度の状況を踏まえて12月もしくは３月に庁内全体で協議を行ったうえで、

また議会の皆様にお示しするというふうに考えておりますので、今どちらにするかを判

断するものではないと思っております。以上です。 

○５番（鈴木康友君） 

  もう一つ、先ほど二つのお示ししましたとありましたが、自分ももう一つあるのを思

い出しました。県からの借用も可能性として方法としてはあると思います。こちらにつ

いては考えられないということでよろしかったですか。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  県からは財政の安定化基金の繰り入れというものはございます。これは災害等を踏ま

えた状況ですので、通常の赤字には使えないという状況ですので、よろしくお願いしま

す。 

○５番（鈴木康友君） 

  るる一般質問、国保についてはお伺いをいたしました。先ほど何度も自分は答弁をさ

せて、答弁ではないですね、意見を述べさせていただいておりますが、これについての

運営が良し悪しとかそういうことではなくて、今現状だからこそどのように未来を描い

ているんだと。そしてどのような考え方を持っているんだというものを、今本当に大治
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町が重要な分岐点になっていると自分は考えているんですよ。ですから、その計画を知

りたいんだと、その考え方を知りたいんだというふうに決算書とともに求めているわけ

でございます。もちろん日ごろから行政の皆様が御尽力いただいていること、また新た

な取り組み、方法を導入したり研究して収納率の改善を図っていただいていることは重々

承知のうえで申し上げている部分ございます。特に町民の負担増につながるということ

で収納率については少し厳しくお伺いをさせていただきましたが、こちら収納率を上げ

ること自体が納税者間の不公平感が生まれないことにもつながりますし、そして町長も

おっしゃっておりましたが納めたくても納められない経済的に苦労してる方もみえるわ

けです。そちらについては自分だって重々承知していただいてやっていただいていると

思うので、そちらについて収入状況等を把握して収納を行って国民健康保険事業の運営

には努めていきたいと思っております。まずは二つ目の質問の国民健康保険、こちらに

ついての質疑を終わらせていただきます。 

続きまして、スポーツセンターカフェについてお伺いをさせていただきたいと思いま

す。ちょっと御答弁が速い部分があったので、自分も聞き取りきれてない、メモしきれ

ていない部分がありましたので少し言い回し等が違いましたら失礼をいたしまして、お

伺いをしたいと思います。まず、カフェにつきましてこちらあくまで町営だということ

ですよね。町営でその事業を商工会に委託だということで考えてよろしいでしょうか。

また、それにつきまして商工会だというふうにお示しをいただいていたので、契約って

もうなされたんでしょうか。二つ伺いたいと思います。 

〇議長（松本英隆君） 

  一問一答方式だもんで、二つ一気じゃなくても一つずつでもいいので。 

○５番（鈴木康友君） 

  わかりました。 

〇議長（松本英隆君） 

  建設部長。 

〇建設部長（三輪恒裕君） 

  大治町カフェの運営に関しましては、大治町から商工会に委託契約を考えております。

以上です。 

○５番（鈴木康友君） 

  では、契約はもうお済みなんでしょうか。 

〇建設部長（三輪恒裕君） 

  先ほど申しましたとおり、商工会におかれましては今現在で実際に事業を担っていた

だける方々を公募していただいておると聞き及んでおりますが、それがまとまり次第、

契約に向けて我々も商工会からの質問等、打ち合わせ等、さまざまな細かい部分を含め

て整い次第、契約という運びになろうかと思います。以上です。 
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○５番（鈴木康友君） 

  済みません、②番と④番部長ちょっと最初にお答えいただいたと思うんですけどもう

一度御回答いただいてもよろしいですか。ちょっと速くて全部聞けなかったので、お願

いいたします。 

〇建設部長（三輪恒裕君） 

  早口で申し訳ありません。２番目、今後の事業計画の工程でよろしいでしょうか。事

業者が決定したのちに商工会と協議していくところでございます。工程につきましては

町制50周年事業と連携していく予定でございます。次に４番でよろしいでしょうか。カ

フェ事業の予算規模や初期投資についての御質問です。カフェ事業においては事業者が

選定されてから決めていく部分もあり、現時点では回答を差し控えさせていただきます。

以上でございます。 

○５番（鈴木康友君） 

  現在、スポーツセンターについては設計業務が進んでおりまして、リノベーションに

ついて。そうなりますと各設備、火器類でしたりとかそういったものの基本の建設も進

んでしまうと思うんですけど、そういった部分については商工会さんとかの要望とかは

取り入れられるのか。そこについて間に合うのかという点、そこについてまずお伺いし

たいと思います。 

〇スポーツ課長（水野 学君） 

  今後カフェの事業者が決定されてから、いろいろとそちらの厨房の機器等、十分に打

ち合わせできる期間があるというふうに考えております。以上です。 

○５番（鈴木康友君） 

  そして町営ということでしたのでカフェの売り上げ、また備品、什器についての取り

扱い、こういったものについて条例や現在の規約、スポーツセンターの利用規約、利用

条例などについて、こういった面から現行大丈夫なんでしょうか。 

〇スポーツ課長（水野 学君） 

  飲食店を営むにあたりまして、そういった法規の関係等、現在の設計事業者と十分に

協議しておりますので、そちらのほうは大丈夫だというような認識をしております。以

上です。 

○５番（鈴木康友君） 

  今の再質問です。法規的、例えば建物の建築基準法とかもろもろの法規的な意味だと

今、回答いただいたと認識しているんですけど町条例として例えば什器とか食料品入れ

たりしたときの在庫管理とか、こういったものについては今の条例で対応可能なんでし

ょうかという質問だったんですけど。 

〇議長（松本英隆君） 

  暫時休憩とします。 
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～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後０時50分 休憩 

午後０時52分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（松本英隆君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  総務部長。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  まず大治町と商工会との契約はまだしておりません。ただ大治町がこういう事業をや

りたいんだと、カフェそれから物産の販売、こういったことをやりたいときにやはり全

国的に見てもああいう公共施設に一般の事業者、例えばカフェ事業者が入ってくるとい

うことは採算性が元となって撤退する可能性もあるという事例が多くあったので、町と

してはそれは望んでないと、安定的にこの部分を町のにぎわいの施設にしていきたいと

考えておりましてそこで町のそういった趣旨を商工会のほうにお話しをさせていただき

ました。細かい取り決めがあっての話ではないですけれども、商工会のほうとしては一

遍検討してみてもいいと。土俵に上げてもいいというお返事をいただきましたので大治

町と商工会とは契約の前の段階、協定というものを結んでいると聞いております。それ

に従って、じゃあどういった人材を確保していくのかというところは商工会の皆様がお

考えいただいていたところです。その内容が今回事業者を会員の中からだと思いますが、

公募をかけているということで聞いております。設備等々物につきましては、これ契約

の中に入れていくことになると思いますけれども、今実は町としてたたきの契約書はつ

くってございますけれども、当初必要な今のキッチン等の設備それからコーヒーカップ

であったり、お皿であったりとかそういったものについてはまずは町のほうで用意をし

ていきたいと考えております。ただどういったものを用意していくかっていうものは、

ある程度事業者が商工会さんのほうで決まってこれば三者で話を決めていくことになる

と思います。初期投資についてはそういったところでまとまれば予算計上ということに

なりますけれども、運営につきましては、じゃあどういった商品を幾らでどれくらいで

仕入れて、仕入れは変動するとは思いますけれどもそういったところはまだ決まってお

りませんので事業規模についてはまだ申し上げられないと。あとはどういう人を置くの

か、何人いるのか、どれくらいのローテーションでやっていくのかというところは事業

者がいないとわからないところもあります。休館日はどうするのかとか、そういったと

ころもありますのでそれは今後の話になってきます。ただ人件費につきましては大治町

が直営でやった場合はこれぐらいは人件費がかかるというような限度といいますか、基

準的なものは考えております。それを事業者が使うかどうかは今後の協議になると思い

ますけれども一応基準の限度というのは、そういったところかなというふうに思います。 
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あともう１点、仕入れにかかるものが財産かどうかと。財産というふうには考えてお

りません。これは仕入れて消費してやっていくというもので、会計処理については実は

まだちょっと調べて会計処理が法に違反しないように、どうやってやったらいいのかっ

ていうところは今まだ調べているところではございます。こんな回答でよろしかったか

と思いますが、よろしくお願いいたします。 

○５番（鈴木康友君） 

  るる結構重要なことをお話しいただいたような気がしますので、そこはまた改めて報

告をいただければと思います。また伺いたいのが先ほどから話がややこしくなっている

原因の一つが、大治町があって商工会があって事業者に再委託するよという前提で話が

進んでいるものと僕は認識しているんですけど、本来であれば大治町が商工会に対して

契約をする、ここがただの契約ですよね。そこが先が再委託をするかどうかってのは企

業努力の話ではないかなと僕は感じるわけです。なのでまずは大治町と、僕も商工会の

人間なので商工会がやることっていうのは募集案件も見ましたし、それについての確認

もしましたし、すごく商工会が何をするんだっていうのを一会員として興味があるもの

ですから、今回大治町がきっちりと商工会とお話をしてその合意のもとで合った業者を

選ぶっていうのが筋じゃないかなと僕は思うんですが。今の話を聞いていると大治町は

商工会に意図をお示しはしたがその下で選ばれた業者によって内容が決まってくるって

いう話に聞こえてしまっているんですが、このあたり商工会さんに対してどのようなこ

の先ほどお答えいただいた回答のコンセプトや時期やいろんなものは大治町の募集要項

見たら伝わっているとは思うんですが、どこまでの取り決めでお話をしてるんでしょう

か。 

〇町長（村上昌生君） 

  今までいろいろ、るる話ありますけれども、そもそもまず商工会にお願いをするって

いう話は議会にもお示しをしておりますので、まず商工会にお願いをするっていうのは

もう既成事実になっておると思います。そもそもがスポーツセンターを改修するときに

スポーツセンターを利用された方、あるいはスポーツセンター別に利用されなくてもカ

フェコーナーだけでも利用してもらえばいいということで、あの中に町民の人が憩いの

場所となる、私は明るいあか抜けた店をつくってくれというふうに要望しておるんです

けれども、誰もがちょっとくつろいでお茶を飲めるスペースをつくろうじゃないかとい

うことだけなんです。そこで運営はるる話出ておりますけれども商工会にお願いしたほ

うがいろいろと町のＰＲ、あるいは友好自治体があります北海道美唄市、あるいは東栄

町、あるいは大台町、そういうところのＰＲも一緒にしていく。あるいは大治町の商工

業者のＰＲも一緒にしてもらえば結構ということを考えていくと、商工会にお願いをし

たほうがいいでしょうということだけの話でありまして、募集をどうするか、それは我々

がここで答弁する話じゃないんです、そもそも。我々は商工会にお願いをした。商工会



 55 

が事業者を募集しているという話も伝わってきましたけれども、我々は募集をするが前

提で話をしていませんから。商工会がそれはやってくれたことで、それをここで議論す

る話でも何でもない話でありまして、ただある程度どなたが運営に携わるかという方が

決まればそれは商工会の職員でも結構。下請けといったら語弊があるかもしれませんけ

れども、商工会がどなたかに事業者に委託する、それも結構。それは我々のここで答弁

する話では違いますが、ただ実際にそこで働かれる方が決まったらその人の意向も多少

は加味してもいいでしょうということでありまして、その人のために我々は喫茶コーナ

ーやるわけじゃありませんから。ただ我々が言っておりますのは、ある程度機材は揃え

ましょうと、商工会がやってくれるオープンしたというときに人が来てくれればすぐに

お店がオープンできるというところまでは我々が揃えましょうというだけの話でありま

すんで今は。ですから商工会に中の運営は任せますというだけの話でありますんで、今

商工会のほうでどなたにやってもらうかを募集をかけておるようですけれども、その点

についてここで我々が答弁する立場ではございませんのでよろしくお願いいたします。 

○５番（鈴木康友君） 

  暫時休憩お願いします。 

〇議長（松本英隆君） 

  暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後１時00分 休憩 

午後１時01分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（松本英隆君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  鈴木康友議員。 

○５番（鈴木康友君） 

  先ほど町長もお言葉をいただいたんですけど、自分は大治町と商工会の契約について

聞いているんですよ。ですがたびたび事業者ということで第三者のお名前が答弁から出

てきているのでそれは何ですかって問い合わせているんですよ。だから町長、僕も商工

会との契約のことを聞きたかったんですよ。ですがそれは行政さんの回答の中から事業

者が決めるものっていうことで第三者の委託先の話が出てきているのでそれって何です

かっていうふうに伺っているわけですよ。だから町長、僕の意図が伝わってないんじゃ

ないかなっていうふうに思うんですが。ここで質問をしたいのは本来であれば、なので

商工会と大治町が先に規約やその条件というものを取り決めてお話をするのが本来であ

るけれども、今回は事の起こりが町長の思いがこういうものがあってやってもらいたい

というふうな発信だったよというのは理解をしましたので、先ほど部長が少しおっしゃ
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ってみえた見積もりや試算を行いましたと、その試算や来場者の見込み、集客に関する

状況というものはこちらに対して少し、業者には示していると伺ったんですが我々も見

ることはできませんか。 

〇議長（松本英隆君） 

  暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後１時02分 休憩 

午後１時03分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（松本英隆君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  鈴木康友議員。 

○５番（鈴木康友君） 

  では商工会の資料では令和８年の２月オープンをめどとあります。50周年企画とも関

連するとございましたが、その場合次の３月の議会、７年度の予算で計上が上がってく

る必要があると考えますけど、こちらについてはいかがでしょうか。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  まだカフェがいつオープンするかというお約束はできませんけれども、遅くても令和

８年度４月にはやっていきたいと思います。ただ２月の下旬に50周年記念事業をスポー

ツセンターのリノベーションオープンに合わせて事業を考えておりますので、そのとき

にお披露目ができればなというふうに思っておりますが、その後運営する３月から運営

することができれば当然令和７年度に予算が必要になってまいりますからしかるべき時

期に予算を計上するということになります。以上です。 

○５番（鈴木康友君） 

  自分も商工会青年部として本当にいろいろな活動に参加させていただいて、多くの方

とご縁をいただいております。その中で自分も一町民であり、一会員であり、一議員で

あるといういろいろな側面を持っております。こういった立場、状況っていうのは、ま

た考え方は人によって違います。だから多くのいろんな声、考えがあってもいいじゃな

いですか。そういったものが民意であり議会のいいところだと我々は考えております。

自分は考えております。だから多くの人とともにいろいろなことを考えていきたい。で

すから国保のときにもお願いを申し上げましたが、未来予測を我々にお示しいただきた

い。結果報告ではなく、議会も真剣に考えさせていただいておりますので、町の未来を

ともに考えていけるだけのビジョン、また決定前の計画について諮っていただくことを

強く要望して、５番鈴木康友の一般質問を終了させていただきます。以上です。 

〇議長（松本英隆君） 
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  ５番鈴木康友議員の一般質問を終わります。 

  ここで暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後１時05分 休憩 

午後２時10分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（松本英隆君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

○12番（林 哲秀君） 

  議長。 

○議長（松本英隆君） 

  12番林 哲秀議員。 

○12番（林 哲秀君） 

  12番林 哲秀でございます。先ほど一般質問の発言した中に、外人という言葉を言っ

てしまいました。外国人に訂正をお願いします。 

○議長（松本英隆君） 

  ただいま、林 哲秀議員本人から先ほどの一般質問で外人という発言の部分を外国人

に訂正したいとの申し出がありました。 

ここでお諮りします。 

これを許可することに御異議ございませんか。 

        ［｢異議なし｣の声あり］ 

○議長（松本英隆君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、林 哲秀議員からの発言の訂正の申し出を許可することに決定いたしま

した。 

  続きまして、４番後藤田麻美子議員の一般質問を許します。 

○４番（後藤田麻美子君） 

  はい、議長。 

○議長（松本英隆君） 

  ４番後藤田麻美子議員。 

○４番（後藤田麻美子君） 

  ４番後藤田麻美子です。議長のお許しをいただきましたので熱中症予防対策について

質問をいたします。 

近年の夏の暑さは気温が40度を超える真夏日…… 

        ［発言する者あり］ 
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○４番（後藤田麻美子君） 

  ごめんなさい、失礼しました。気温が30度を超える真夏日、そして35度を超える猛暑 

日が多く、さらには40度を超える酷暑日になることも全国では見受けられております。

今年は６月ごろから夏日で暑さが長く、本当に危険な暑さで熱中症を要因として病院へ

搬送されていることがテレビや新聞等で連日伺っております。猛烈な厳しい残暑の中、

屋外で業務にあたる職員、いつ起きてもおかしくない風水害、地震等災害時には非常態

勢で公務を行っていただく職員、消防団員、医療従事者の体調がとても心配であります。 

そこで私は熱中症対策の一環として、小型ファンが内蔵された空調ベスト、空調服に

ついて伺います。この空調服、ファン付き作業服は内蔵されました小型ファンによって

服の中に外気を取り込むことにより、快適な環境をつくり出してくれる作業服でありま

す。ファン付きウェアやファン付き作業着という名称でも知られております。着るだけ

で涼しくなるということで、空調設備のない屋外での作業現場では若い方たちには人気

があります。真夏の熱中症対策としても注目を集めております。熱中症対策として小型

ファンが内蔵された空調ベスト、空調服を導入してはいかがでしょうか。町の見解をお

伺いいたします。以上で１回目の質問を終わります。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  熱中症対策としまして、空調ベストや空調服を導入してはどうかと御質問いただきま

した。小型ファンの付いた空調ベスト、空調服につきましては皮膚の表面温度を下げる

効果や涼しさを感じることによる心理的な負担の軽減は期待できるものとされておりま

す。しかし、熱中症の発症に直接関係のある脳や内臓などの深部の体温の低減や心拍数

の抑制には効果が期待ができないとされております。また、ほこりや粉塵が多く発生す

る可能性のある災害の現場では空調服のファンの部分にはフィルターがついていないた

め、使用を控える必要があります。小型ファンの付いた空調服を始め暑さ対策のグッズ

を導入する際は熱中症防止の効果があるかをよく確認し、効果を過信しないよう認識す

ることが重要と考えております。したがいまして、小型ファンの付いた空調服の導入は

慎重に検討する必要があると考えております。以上です。 

○４番（後藤田麻美子君） 

  御答弁ありがとうございました。消防団員や医療従事者を含む災害時の熱中症対策の

考えについてお伺いをいたします。 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

  消防団員や医療従事者を含む災害時の対策はどうかとの御質問です。現在、避難所に

おける給排水対策及び避難所周辺における給水対策を進めておりまして、水分補給とし

ても活用できるよう対策を進めているところでございます。また、災害時の救護、救助

活動等に従事していただく方にも水分補給ができるように配慮をしてまいります。消防

団員については災害時だけではなく、訓練時においても水分補給や日陰をつくるための
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テントの設営などの対応をしてまいります。また暑い時期になる前の定例分団長会等に

おいて熱中症対策における留意事項を含めた安全管理及び健康管理について、改めて周

知をしてまいりたいと思います。以上です。 

○４番（後藤田麻美子君） 

  答弁ありがとうございます。先ほど課長から答弁いただきましたが、本当に上司の皆

様の思いを改めてしっかり徹底していただき、熱中症対策につなげていただきたいとこ

のように思っております。 

最後ですが、厳しい残暑が日々続くということは気象庁も言っております。職員、消

防団、医療従事者の皆様の健康管理のため先ほど１回目の答弁で慎重に検討していくと

の答弁をいただきましたので、一日でも早い導入を切に願うものでございます。まだま

だ暑さが続きます、お気を付けてお過ごしいただきたいと思いまして、私の質問を終わ

らせていただきます。ありがとうございました。 

〇議長（松本英隆君） 

  ４番後藤田麻美子議員の一般質問を終わります。 

  ここで暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後２時19分 休憩 

午後２時20分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（松本英隆君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  11番𠮷原経夫議員の一般質問を許します。 

〇11番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（松本英隆君） 

  11番𠮷原経夫議員。 

〇11番（ 原経夫君） 

  11番𠮷原経夫でございます。一般質問通告書を読み上げる形で１回目の質問をさせて

いただきます。 

  １、役場北東側の職員用駐車場を来庁者用駐車場に変える考えはないのか。 

役場前の来庁者用駐車場が手狭になっている。満車で来庁者が駐車スペースがあくの

を待っておられる光景をよく見かける。来庁者用駐車場は何台駐車することが出来るの

か。またその台数分を駐車できるようになったのはいつからか。そのときと現在の本町

の人口はそれぞれ何人か。役場北東側の駐車場について何台駐車できるのか。公用車と

職員用で今それぞれ何台分使用しているのか。公用車は今のスペースに駐車すべきであ
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ると考える。しかし職員は他の場所で駐車場を確保し、そのスペースを来庁者用に開放

すべきであると考えるがどうか。また立体駐車場を設置するなどの検討をしているのか。

検討していたらその結果はどうなっているのか。 

  ２、愛知県と大治町がそれぞれ費用の２分の１を補助して小中学校の給食費を無償化

する考えはないのか。 

学校給食の食材費高騰が深刻である。県内の自治体で今年度から新たに小中学校の給

食費の無償化などに踏み出す自治体が増えてきている。また、物価高騰対策に加え、憲

法26条の義務教育無償の原則や子育て支援の観点などから、学校給食費の無償化や半額

支援などに踏み出す都道府県も増えている。青森県は2024年10月から県の負担で全額無

償化の予定である。東京都は2024年４月から全額無償化へ向けて最大半額の補助を実施

している。同様に和歌山県では2024年10月から、沖縄県では2025年４月から半額支援を

実施する予定である。給食費無償化は国の責任であるが、子供たちに給食を通じた豊か

な育ちと子供の権利を保障するために国の実施を待つのではなく、直ちに無償化に踏み

出すべきであると考える。本町において今年度４月１日時点で就学援助の要保護と準要

保護分を除き食材費は小中学校それぞれ１年間で幾らかかる予定であったのか。愛知県

に対して小中学校の給食費の無償化を実施する市町村に対して、県がその費用の半額を

補助することを本町が求めていくとともに、本町として給食費の半額を補助していくべ

きであると考えるがどうか。文部科学省は給食費の公会計化を強く求めている。新たに

公会計化に踏み出す市町村も増えてきている。本町はいつ学校給食費の公会計化に踏み

出すのか。 

  ３、2024年４月から保育士の配置基準が見直されたが、町内の保育園と認定こども園

では保育士の配置などどのように変わったのか。 

保育士の配置基準が2024年４月から76年ぶりに見直されたと言われている。どのよう

に変わったのか。この配置基準の見直しを受け、施設型給付の公定価格はどのように変

わったのか。経過措置についてはどうか。本町内の保育園と認定こども園は全て民間事

業者の運営であるが、今年４月以降保育士の配置基準をクリアしているのか。障害児な

どの保育士の加配などについて、現状はどうなっているのか。令和６年８月９日時点の

保育所などのあき状況が町ホームページに公表されていた。あきが非常に少ない状況で

あると考えるが、その対策はどうなっているのか。 

  ４、防災・減災対策について再び聞く。 

愛知県は県内の市町村の災害援助用備蓄物資の一覧を公表している。本町は、本町分

をホームページなどに公表しているのか。また、飲料水や食料など何人の何日分を備蓄

しているのか。公共下水道は既に耐震化されていると聞いている。しかし、地震による

液状化が起こった場合、下水道管が破断しなくても勾配が変わり使用できなくなると考

えているがどうか。災害時でもしっかりと使用可能ならばマンホールトイレはとても有
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効だと考える。マンホールトイレについての検討結果はどうなったのか。本町に大災害

が発生した場合、災害復興のため全国から多くのボランティアさんに来てもらうことが

必要であり、そのためにも災害ボランティアセンターを設置する必要がある。災害ボラ

ンティアセンターを必要時に早期に立ち上げ、運用していくため本町の準備の状況はど

うか。 

  ５、民間事業者の協力を得て、暑さを一時的にしのぐ施設、いわゆるクーリングシェ

ルターの指定を進めるべきではないか。 

改正気候変動適応法に基づく指定暑熱避難施設、いわゆるクーリングシェルター、わ

かりやすく言うと暑さを一時的にしのぐ施設を本町でも設置している。指定された公共

施設はどこで、実際今までに何人の方が利用されたのか。他の市町村の中には民間事業

者の協力を得て民間施設も指定している市町村もある。本町でもそのようにすべきであ

ると考えるがどうか。以上です。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  役場来庁者用の駐車場について御質問いただいております。まず庁舎北側の駐車場の

駐車台数は54台となります。これがいつからかと申し上げますと、平成24年12月から、

この台数となっております。またそのときと現在の本町の人口ということですが、平成

24年12月現在は３万478人、今年度６年の９月１日現在でいきますと３万3559人となって

おります。次に、役場北東側の駐車場についてでございます。駐車台数は53台となって

おります。公用車と職員用のそれぞれの駐車台数は公用車が22台、職員用が31台となっ

ております。職員用は他の場所で駐車場を確保してそのスペースを来庁者用に開放すべ

きという御質問いただいておりますが、こちらにつきましては役場北東側駐車場につな

がる道路につきましては非常に幅員が狭く、当該道路に民家も接近している状況でござ

います。また、資源ステーションを利用する住民の往来も多いことから来庁者の車両が

頻繁に往来しますと安全面の懸念が大きいと考えております。そのため日常から通行に

慣れている職員が運転する公用車、または職員用駐車場としております。安全面を考慮

いたしまして一般の来庁者用に開放する予定は今のところ考えておりません。 

また、立体駐車場を設置するなどの検討はということでございますが、以前役場北東

側には町民体育館がございましたがこれを解体する際、平成24年度になりますが立体駐

車場の設置を検討しましたところでございます。その結果といたしましては、まず建築

基準法に適用する立体駐車場を設置した場合は平面と立体での概算工事費用を検討いた

しましたけども、最終的には費用対効果はないと。余りたくさんとめられるものではな

いという結果を出ておりますので、そういった経緯でございます。以上です。 

〇教育部長（水野泰博君） 

  続きまして小中学校の給食費を無償化するということの御質問をいただいております。

本町において、まず今年度４月１日時点で就学援助の要保護と準要保護を除き、食材費
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を小中学校それぞれ１年で幾らかかる予定であったかとの御質問です。令和４年度の食

材費の見込みにつきましては、小学校が約１億1600万円、中学校においては約6500万円

でございます。ごめんなさい、令和６年度の食材費の見込みでございますね。今年度の

お話でございます。なお、要保護・準要保護の児童生徒についても食材費については集

めておりますので全体での報告とさせていただきます。 

次に、愛知県に対して小中学校の給食費の無償化を実施する市町村に対して県がその

費用の半分を補助することを本町が求めていくとともに、本町として給食費の半額を補

助していくべきであると考えるがどうかとの御質問ですが、令和６年３月の一般質問で

も答弁させていただいておりますが、今のところ給食費を無償にする考えはございませ

ん。また、愛知県に対しての要望についても行う予定はございません。 

最後に本町はいつ学校給食費の公会計化に踏み出すのかとの御質問ですが、公会計化

を進めていくにあたりましてはシステムの導入費用や、業務増に対応するための人員の

確保等、解決しなければならない課題もあると考えております。しかしながら、議員お

っしゃるように文部科学省も学校給食費について公会計制度の採用と地方公共団体によ

る徴収管理を行うことを推進してきておりますので、今後において検討してまいりたい

と考えております。以上です。 

〇福祉部長（安井慎一君） 

  それでは３点目でございます。保育士の配置基準についての御質問でございます。令

和６年４月から保育士配置基準が変更となり４、５歳児については児童30人に対し保育

士１人から、児童25人に対し保育士１人となりました。また、３歳児につきましては児

童20人に対し保育士１人から、児童15人に対し保育士１人となりました。この配置に対

する公定価格は配置改善加算での対応となります。なお保育士等の人材確保が困難な場

合を鑑み、当分の間は従前の基準による運営を妨げないとする経過措置が定められてお

ります。 

次に、本町の保育園と認定こども園が配置基準をクリアしているかについての御質問

です。本町の保育園と認定こども園において変更後の配置基準を満たしております。ま

た障害児保育の保育士の加配についてですが、東保育園で３名、はなつね保育園で３名、

大治幼稚園で２名が常勤職員で、また大治南保育園で３名が非常勤職員を配置しており

ます。 

最後に保育所等のあきが非常に少ない状況への対策についての御質問です。年度途中

での入所申し込みも一定数あり、あきが少なくなってまいります。現在はさまざまな理

由で保留となっている方もございますが、年齢によっては幼稚園を紹介するなどの対応

をしております。また、令和７年度には新たに認定こども園が開園予定となっておりま

す。以上です。 

〇総務部長（大西英樹君） 
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  ４点目でございます。防災・減災対策について御質問いただいております。まず備蓄

の一覧の公表につきましては地域防災計画の資料の一部として公表いたしております。

また、食料の備蓄量につきましては5,700人分の３日分を備蓄してございます。 

続きまして、下水道管についてでございますが、ある程度勾配がないと流れにくくな

り使用ができなくなるということもあるということを承知しております。ただ本町につ

きましては、下水道管の埋め戻し時におきまして液状化対策として埋め戻しの部分を十

分に締め固めることによって液状化の発生、浮き上がりの被害を防止しておるところで

ございます。 

次にマンホールトイレについてでございます。今は砂子防災公園に設置を予定してお

ります。今後につきましても公共施設の整備の際にはマンホールトイレの設置を検討し

てまいりたいと考えております。 

次に、災害ボランティアセンターにつきまして設置や運営の協力などの支援活動に関

する協定を大治町社会福祉協議会と締結し、細かい取り決め等もすでに協議しておると

ころでございます。また災害が起きた場合は、立ち上げ時に事務室や休憩所等の利用を

想定した備蓄倉庫も総合福祉センターの駐車場内に設置したところであります。訓練に

つきましては毎年、海部地方総合防災訓練にて実施しておりまして検証会で上がった課

題等、町でも共有し解決策等について協議をしておるところでございます。以上です。 

〇建設部長（三輪恒裕君） 

  クーリングシェルターの指定を進めるべきではないかという御質問をいただいており

ます。民間事業者の協力を得て暑さを一時的にしのぐ施設、いわゆるクーリングシェル

ターの指定された公共施設はどこかとの御質問でございます。本町で指定した公共施設

は役場庁舎、公民館、スポーツセンター、保健センター、総合福祉センター、多世代交

流センター、八ツ屋防災コミュニティセンターの計７施設となっております。 

次に、今まで何人の方が利用されたのかとの御質問でございます。特にお声がけをし

ていない施設がほとんどですので、実際の利用者については人数は把握しておりません。

以上でございます。 

〇11番（ 原経夫君） 

  ちょっと答弁漏れがあったので、５番目ですが民間事業者の協力を得て民間施設も指

定すべきではないかと聞いたんですが、その答えがまずありませんが。 

〇建設部長（三輪恒裕君） 

  失礼いたしました。民間施設の指定でございます。現在ホームページにて募集につい

ての記事をアップしており、随時受付をしております。今後は郵便局と協定を結ぶ運び

となっているほか、災害時協力事業所登録制度に登録されている事業者にも声をかけて

いきたいと考えております。以上でございます。 

〇11番（ 原経夫君） 
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  １番目から再質問させていただきます。 

〇議長（松本英隆君） 

  𠮷原さん、ごめんなさい真ん中でお願いします。 

〇11番（ 原経夫君） 

  ごめんなさい。１番目から再質問させていただきます。職員用駐車場の件ですが、今

もともと町民町立体育館、そこには立体駐車場を検討したが無理だったということです

が、例えば今の来客者用駐車場、そこも立体駐車場にするとかいう検討はされたんでし

ょうか。 

〇総務課長（佐藤友哉君） 

  役場前の役場の北側の駐車場の立体駐車場の検討という話ですが、そちらについては

検討したことはございません。以上です。 

〇11番（ 原経夫君） 

  なぜといいますと災害対策。公用車、駐車場がありますが結局浸水した場合、公用車

が浸かっちゃうと公用車が使えなくなるという事態も想定できます。ですから、立体駐

車場、自走式ですが。２階３階部分そちらに公用車を避難させる。そうすれば水が引い

てから使えるということで、災害対策として立体駐車場は有効だと考えているんですが、

そこら辺の考えは検討すらしなかったんですか。 

〇総務課長（佐藤友哉君） 

  役場前の駐車場の立体駐車場の検討の話でございますが、役場の前の駐車場には北側

及び西側には民家が隣接しておりまして、立体駐車場を設置する場合こちらの住宅の日

当たりが遮られるという、そういったことが懸念されますので、これによりまして近隣

住民の生活に影響を及ぼすことが可能性が高いため、立体駐車場の設置については検討

を行っていないところでございます。以上です。 

〇11番（ 原経夫君） 

  なら、災害対策として公用車、今の場所で浸水時大丈夫なのか。立体駐車場が一番、

災害対策上有効だと私は考えますが、そこら辺は考えがなければ今から考えるとか、や

はり災害対策、公用車を守らなきゃ、公用車なきゃ動けないじゃないですかね。災害時、

水害時ですが。ちょっとそこら辺の考えを防災危機管理課長に聞きます。 

〇総務課長（佐藤友哉君） 

  公用車の災害時の対策ということですが、町民体育館を解体して今の北東側に公用車

の駐車場を建設したわけですが、その建設した当時、かさ上げをして公用車がつかるこ

とが軽減されるような形で対策を打ってあります。あと、北側の公用車用の駐車場の北

側ゲートを設けておりまして、もし南側の西側ですかね、そこの通路が浸水があった場

合は北側からも出られるような、そういった形で設置しておりますのでよろしくお願い

します。 
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〇11番（ 原経夫君） 

  私、質問の中で職員用駐車場は来客者用に変えたほうがいいんじゃないかと言いまし

た。そしたら、安全面で危険だからやめると。じゃあ災害対策で立体駐車場やったほう

がいいんじゃないかと言ったら、かさ上げしてあるから大丈夫だとそれだけで大丈夫だ

と。大丈夫じゃ僕はないと思いますが、それだけでは。結局、人口も今計算すると１割

くらい増えている。前駐車場を減らしたときから。平成24年12月に実は駐車スペースを

減らしていると思うんですが、減らしたんですよね。車が大きくなるような関係で。と

いうふうに聞いているんですが、ちょっと事実が違うなら違うと言ってください。駐車

場を減らして、人口も増えている。災害対策また来客者用の利便性等々考えてどういう

方向性で改善していくんでしょうか。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  まず公用車の水没等は、東海豪雨があったときには何台か水没したというのは私自身

も見ております。そういったことも含めて先ほど総務課長が申し上げましたとおり、絶

対安全だというわけではないですけれども、なるべく浸水しにくいかさ上げをできる限

りやっておるところですが、あとは立体駐車場も当然検討はしたんですが、かかる費用

それから二層しかできないんですね、三層以上は建築基準法でできないというのがあり

まして、そうすると二層ですと具体的に申し上げますとスロープをつくらなきゃいけな

いもんですから、そのスロープのところには当然駐車ができません。そういったことを

費用対効果を考えて断念したと、先ほど私が答弁した通りでございます。あと、出入り

口見ていただくと非常にプールのせり出しがありますので非常に狭い状況です。これも

現場１日見ておりますと、資源ステーションのごみを捨てにみえる方非常に多い。来庁

者も当然道路を渡ってくるわけですから、そこの往来が非常に激しい状況の中庁舎が影

になってしまうんですね。そういったところが一般の利用者に開放しますと、非常に危

険だというふうに我々感じておりますので今あそこの北東部分を一般来庁者用に変える

っていうことは考えておりません。ただ、来庁者に御迷惑をかけるということは確定申

告時期なんかは特にそういうところはあると思いますけれども、本町としましてはなる

べく役場に出向かなくても手続きができるようなデジタル化、例えば国の施策でも例え

ば児童手当、これ現況届で何千人が役場に来てということをやっていましたけども、そ

ういったことも電子化されてきた、オンライン化されてきたということで、そういった

方面からも駐車場対策をしていきたいというふうに考えております。以上です。 

〇11番（ 原経夫君） 

  るる今の来庁者用駐車場の立体駐車場、それに関しては周りのことを考えてだめだと。

だめな理由はいろいろ言われる、それはわかります。ただ、やっぱり満車で入られない

事態も起きているんです。時期的なものもありますし、たまたま時間が重なったという

こともあるかもしれません。それに対して今オンラインでやれば減っていくだろうと言
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われます。実際オンラインによって来庁者が減ったというデータでもあるんですか、あ

れば進めればいいんですが。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  データと言われるとじゃあありませんけれども、例えば何か定例的な会議があって参

加者が車で20台、30台とめる可能性がわかっているものについては例えば他の駐車場、

研修館跡地であったり公民館が休館日の場合は公民館の駐車場を使っていただくとか、

そういうことを非常に今、総務課のほうで調整しておりまして前に比べると列をなして

待っているという状況は日々よく見ておりますけど、大分解消されたなという感覚はあ

ります。とはいえ、満車になるときもあると思いますから来庁者の方にはご迷惑かける

ときもあるかと思いますけれども、減っているかということであれば大分満車になって

いるときは少ないという認識をしております。以上です。 

〇11番（ 原経夫君） 

  確かに一時期に比べれば減っているところがないとは言えません。僕も減っている感

じはしますが、ただやはり困っておられる方もいるし、また先ほどオンライン化と言わ

れましたけど確定申告だけじゃなくて、確定申告はオンラインでできますが転入・転出、 

３月なんかも非常にやっぱり出入りが激しいと聞いています。そういう転入・転出もオ

ンラインでできるかどうかちょっと僕も今すぐには答えられないんですが、そこら辺の

回答も含めて、やはり来庁者はこれから人口も増えるしまだまだ減らない。今よりどっ

と減ることはない。ですからやはり対策、駐車場を増やすのが必要だと僕は思うんです

が、その点検討、役場すぐ近くに借りられたら借りるとか、何か少し対策を考えないと

いけない。できない理由を挙げるのは簡単ですが、できないならばできることを考えて

いただきたい。そこら辺もう少し考えていただきたいんですがどうでしょうか。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  議員言われるできない理由を申し上げているわけではなくて、こういうことはできな

いかという御質問ですのでお答えをさせていただいております。また、来庁者の駐車場

がこの近辺で、来庁者の方が利用しやすいような場所があるのであれば当然、そういっ

た確保はしていきたいというふうには思っておりますが、現状はなかなか難しいという

ことと、繰り返しになりますけども町民体育館の跡地につきましては、あそこは非常に

危険だと思っておりますので、あそこを来庁者に使うということは考えておりません。

以上です。 

〇11番（ 原経夫君） 

  私は反対しているんですが、今の役場前の駐車場に隣接する資源回収ステーション、

あれが三本木に資源回収ステーションができたときには廃止されるという話を以前お聞

きしたんですが、そのとおりだとしたら私反対ですが、大分そこがあくなり来庁者が減

ると思うんで、その資源回収ステーションだけ来られる方は減ると思うんですが、そこ
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ら辺はどうですか。資源回収ステーションの関係。 

        ［発言する者あり］ 

〇11番（ 原経夫君） 

  廃止、いつごろするの。 

〇議長（松本英隆君） 

  暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後２時48分 休憩 

午後２時50分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（松本英隆君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  総務部長、また済みません。答弁のほうをお願いします。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  大変失礼しました。役場前の資源ステーションが廃止された場合はそれを利用する利

用者がいなくなると思いますので、その分駐車場はあいてくるものだと認識をしており

ます。以上です。 

〇11番（ 原経夫君） 

  その前段階として、資源回収ステーション以前の説明だと三本木のほうができればそ

ちらのほうに移転すると。だから今の庁舎前はなくなっていくというような方向性は聞

いているんですが、私は反対しているんですが、それは。今はその考えはどうなんでし

ょうか。今の資源回収ステーションについては。 

〇議長（松本英隆君） 

  𠮷原さん、この質問の内容で駐車場に対して、そこ駐車場になるのかどうかっていう

…… 

〇11番（ 原経夫君） 

  なる前に廃止しないとなれないでしょ。 

〇議長（松本英隆君） 

  だから駐車場を前提にというような質問でいいですか。 

        ［発言する者あり］ 

〇11番（ 原経夫君） 

  それ前提で。 

〇議長（松本英隆君） 

  いいですね。駐車場として利用されるかどうかという質問ですね。 

〇議長（松本英隆君） 
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  暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後２時51分 休憩 

午後２時52分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（松本英隆君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  建設部長。 

〇建設部長（三輪恒裕君） 

  三本木ステーションが開設された折には今の役場前資源ステーションは廃止という方

向で検討を進めております。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  そちらが廃止された場合は、あの部分をどのような形で使うかは全庁的に調整したい

と思っております。今は答弁を差し控えさせていただきます。以上です。 

〇11番（ 原経夫君） 

  私としては資源回収ステーション、役場前を廃止するのは反対なのでこれ以上私も質

問をしませんが、一応方向性として役場前の資源回収ステーションは廃止の方向だと。

それに対して今後どのように利用するかは、その後廃止の方針が決まってから検討する

ということで答弁いただきました。 

２番目の給食費のことについてお聞きしたいと思いますが、まずどれくらい食材費が

かかるのかと。要保護・準要保護の分はわからないとのことですが、結局要保護・準要

保護は他の法律などに基づいて給食費無償化とは別にもともと必要でやられているとい

うことで、それを除いた上で新たにどれくらいかかるのかということで質問したかった

んですが、聞きたかったんですが、わからない。ちょっと違うようならば結局、要保護・

準要保護などは町などから補助している分を除いた食材費は幾らなのかということを聞

きたかったんですが、当然食材費は別個に集めるっていうのはわかっています。ただ、

給食費という名目で補助が出ているから別の法律などの定めによって。ですからその分

を引いてあと半分半分という考え方でいきたいんで、そこら辺聞いたんですが具体的な

数字は出ないんでしょうか。 

〇教育部長（水野泰博君） 

𠮷原議員の質問が食材費が幾らかかったかという御質問なので食材費が幾らかってい

うお答えをしているだけで、その食材費にかかる費用は一旦は要保護児童も準要保護児

童も要は食材費として徴収していますので、それぞれの要保護の制度、準要保護の制度

のほうからその世帯にお金が入っていると思うので、そこを分けるというニュアンスの

意味が分からないんですけど。基本的には食材費全体でどれだけかかっているかってい
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うお答えをさせていただいております。 

〇11番（ 原経夫君） 

  一応、私通告書を出したら打ち合わせなどしないんですが、この点に関しては非常に

わかりにくいと。私も書いていて真意が伝わりにくいということで一般質問の通告書を

出した日か何かに、ちょっと学校教育課長に事前に話し合いをしてこういう趣旨だと伝

えてあるんで課長から部長にその趣旨は伝わってないんでしょうか。 

  当然、一般質問の通告書に基づいてその文面を考えていただくのは当然ですが、やは

りわかりにくいところは私もわかっていただくように、普通はやりませんが、私はやり

ませんが担当課長の方とお話し合いをすると。やっぱり一般質問の通告書に書いてある

文面どおりじゃなくて、やはり言いたいことを理解してもらわないと建設的な議論って

いうのはできないんで今回はやらせていただいているんですが、それが一般質問の通告

書に書いてあるのはこうだから答弁しない、調べないというのはちょっと解せない。管

轄外だから調べられなかったとかいうならわかりますよ。通告書に書いてある文面どお

りで行くっていうのは、やはりそれはそうかもしれないけどわかりにくいから事前に打

ち合わせはしているんですこれは、学校教育課長と。なのにそういう答弁をいただくの

は私としては心外。やはりお互いわかりあったうえで議論する、内容は。それが必要だ

と。立場は違いますよ。だけどそれはわかってほしいと思うんですが、ちょっと教育部

長違う話をされているんでそこは指摘したいと思うんですが。どちらにしても数字とし

て出てないんで、食材費で小学校は１億1600万、中学校は6500万ですか、年間。要保護・

準要保護の補助分を引けばもう少し少なくなるということで、これで理解はできますが。

それと３月議会で聞いたのは無償化について私は聞いています。今回全体としては無償

化ですが町としては半額だと、半分出す考えはないのかと。もし県が半額補助すると言

ったら町は半額補助そのときはやる考えはないのかと聞いているんで。町として全額は

ない、それは聞いています。だからきちっと愛知県が他の都道府県やっているように半

額補助したとき、大治町は手を挙げて半額補助をやりますと言うのかどうか。まだ具体

的に愛知県言っていませんが東京都なんかだとやるとこやらないとこありますが、多く

はやるようになってきているということで、そこの答弁をいただきたいんですが。 

〇教育部長（水野泰博君） 

  想定の質問にはお答えしかねます。以上です。 

〇11番（ 原経夫君） 

  想定ですが、他の都道府県でもそういう事例がいくつか出てきている。愛知県はまだ

そういうの残念ながらないですが。それは来年出てくるか、再来年出てくるか、その前

に国がやるかわかりませんが、それは出てくると思われます。ですから町としてもそれ

はそういう事態も考えといていただきたいということを指摘して３番目にいきます。 

  町内の保育園、認定こども園に関して新しい基準はクリアしていると。経過措置、当
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分の間従前の基準で行くという経過措置は使ってないということですが、障害児などの

保育士の加配、これを人数に入れないでなのか入れた上でなのか、どちらなんでしょう

か。わからないんで教えてください。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  障害児の加配は入れずにクリアしているということになります。 

〇11番（ 原経夫君） 

  それは大治町の民間事業者頑張っていただいているなと思いますが、これは令和６年

４月から改定なんですが、改定前から令和６年３月の時点でもともとクリアしていたの

か、加配によって公定価格が変わってから民間事業者変えられたのかどちらなんでしょ

うか。それぞれ違うかもしれませんが、わかっていれば教えてください。 

〇子育て支援課長（古布真弓君） 

  今回４月に基準が改定されましたので、それ以前は当然それ以前の基準でクリアはし

ておりましたが、今の基準で以前クリアしたかというのは確認しておりません。以上で

す。 

〇11番（ 原経夫君） 

  ちょっとそれもわかりませんが、とにかく加配していて大治町でもちゃんとやってい

るということで、民間事業者も頑張っていただいているということで、これはそこまで

にして４番目の質問にいきたいと思いますが。まず、下水道課長の回答がなかったんで

すが、何か違うところから答弁が来たんで。勾配などの点が今埋め戻ししたところは地

盤固めてあるって話ですが、全てやっているわけじゃないしそこら辺、公共下水道液状

化のとき大丈夫なんですか。大丈夫だったらマンホールトイレやっておくと非常に価値

があると思うんですが、そこはどうですか。専門の部署として。 

〇建設部雨水対策監兼下水道課長（済田茂夫君） 

  先ほど総務部長のほうが答弁されましたが、下水道管にはある程度の勾配がないと流

れなくなるのは事実でございます。それを踏まえて今下水道管の埋め戻し時に液状化対

策といたしまして、埋め戻し部に対して十分な締め固めをすれば液状化の発生を防いだ

り、浮き上がりの被害を防止するというふうに国のほうの指針がありますのでそれに基

づいて現在は工事のほう進めさせていただいております。 

〇11番（ 原経夫君） 

  あと総務部長かな、答弁の中でマンホールトイレについて検討していくって話なんで

すが、以前他の議員の一般質問でもマンホールトイレやられたら検討していくって言っ

ているんですよ。他の議員の一般質問から私の一般質問まで検討してないんですか、検

討していたらどのように検討したんですか、結果は。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  今申し上げましたとおり、マンホールトイレを設置するにはいろんな条件があるわけ
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なんですね。そういったところを検討しておったわけですけども、具体的には三本木に

予定しております資源ステーション、こういったところも広域的な避難もできるのでは

ないかというふうには考えておりまして、本当はマンホールトイレも設置していきたい

なと思っておりました。ただ、マンホールトイレというのは下水道さえ通っていればそ

れをマンホールがあって、そこにパコっとはめればいいというものではなくてですね、

やはり逆流というか、におい戻しがないような設備を地中につくらなきゃいけないとい

うことでありますので、そうすると普通の道路につくることはできない。であれば、公

共施設をつくる際にそういったところを設置に向けて検討していった方がいいのではな

いかというようなことは、今議員が言われる以前の議員からの御質問から現在に至ると

ころです。ということでございますのでよろしくお願いいたします。 

〇11番（ 原経夫君） 

  検討が長い間続いているということで理解できましたが、あと他の議員の一般質問の

回答の中で備品についてはこれ以上何も考えてないという答弁もいただいたんですが、

今検討しているということでマンホールトイレが必要になったらマンホールトイレ、備

品の中に入れとかなきゃいけないと思うんですが、そこら辺はどのようにお考えなのか。

いつごろまでめどに考えていくのか。 

〇議長（松本英隆君） 

  暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後３時04分 休憩 

午後３時04分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（松本英隆君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  総務部長。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  先ほど説明させていただいたとおり、下水道が通っていてマンホールがあれば上の備

品を設置すればできるというものではないんですね。そういったことがいろいろ検討し

てくるとそういう問題があるなということがわかってきましたので、やはりそれを設置

する段階では水を流せる状態、それから逆流しないにおいが戻ってこないような機械的

な設備も必要になってくるということですので、現在その備品さえ用意すればいいとい

うふうには考えておりません。マンホールトイレにつきましては。以上です。 

〇11番（ 原経夫君） 

  他の質問をしますが、備品について地域防災計画には載っているんだけど町のホーム

ページには記載がないんですよ。ホームページの中にはね。当然、地域防災計画にいけ
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ばありますが。そこら辺、町のホームページにも載っけていくべきじゃないかと思うん

ですが、どうでしょう。 

〇総務部長（大西英樹君） 

  御質問いただいて私が見たところ、やはり議員言われるように一覧表というのは見や

すくしたほうがいいんではないかと思います。と申しますのは、今回臨時情報が南海ト

ラフで出ましたが、我々備蓄皆さんお願いしますねというお知らせをするときに避難所

に何があるのかっていうのをわかりやすく表示するっていうのは有効的だと思います。

避難所に行ってないものは自分で持っていかなきゃいけないなっていう認識をしていた

だくためには、表示の仕方っていうのは考えていかなきゃいけないのかなと。わかりや

すく。あと、防災ガイドブックが各戸配付してありますけども、あれも日々毎年のよう

に制度が変わりますので、あれを印刷する頻度を少し上げてあれも各戸配付しておりま

すのでそういったところに備蓄の一覧なんかを出せるように、場合によってはＱＲコー

ドを出せば町のホームページに飛ぶとか、そういうわかりやすいものをつくっていかな

きゃいかんなというふうに反省したところです。以上です。 

〇11番（ 原経夫君） 

  ありがとうございます。あと県のホームページなんかにも載っているんですが、一覧

で。先ほど他の議員にもあったんですが発電機、可搬型というか可動型というか動かせ

る発電機でちょっと私気になっているのは、避難所に１階に置いてあるのもあって、そ

こしか場所がないということですが。水害時ですね、起こりそうなときは上に上げなき

ゃいけないと思うんですが、そこら辺の態勢とか、８月何日ですかのときにも確認をさ

れたんでしょうか。それとも、もともとやってあるから大丈夫なんでしょうか。 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

  発電機についての御質問です。この前の南海トラフの地震注意情報のときに点検等は

しておりませんが、議員の皆様方にも点検等で、点検訓練ですね実施していただいて見

ていただいておると思います。一番重いものですと100キロを超える物ということで、そ

う簡単にはちょっと動かせない。大人の男の人で４人ぐらいは必要じゃないかというこ

ともありまして、現在のところ地震、水害が起こったときにすぐ運び出せるような態勢

っていうのは申し訳ない、整えておりません。今後については、それについては考えて

いかないかんと考えております。以上です。 

〇11番（ 原経夫君） 

  結局、１階だと水没する恐れがあるから２階とか３階に置いてあればいいんですよ。

ただそこに、場所がそこしかないのが１階だったら、何かあったらすぐ２階３階、まず

起こる前に電気があるときにエレベーターに乗っけて２階３階に持っていくとか、そう

いう態勢が出来ているのかというのを聞きたいんですが、どうでしょうか。 

〇総務部長（大西英樹君） 
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  水害の場合ですと、ある程度予測ができますので、例えば砂子防災ふれあいセンター

ですと１階しか置けないんですね。階段の下に置いてあると思いますけど、ああいった

ものは上に上げようと。２階までしか上げられませんけれども、そういったことはでき

ます。地震の際には水没の危険性は薄いだろうと思いますので、それはそのように対応

していきます。以上です。 

〇11番（ 原経夫君） 

  地震は突然起こるもんでわからない、できないけど、水害はやっぱりわかるんで台風

が来るとか、それは砂子の場合は防災ふれあいセンターにエレベーターがなくて大変で

すが、八ツ屋なんかはあるし。ないところはどうやっていくかもそれは職員の方考えて

いただきたいんですが、それはやっていかないと起こっちゃって使えませんじゃいかん

ので。それはちょっと検討していただきたいと思います。あと、災害ボランティアセン

ターですが、倉庫で立ち上げるような話なんですが、私前聞いたときは駐車場のスペー

スも使ってと聞いているんですが、そこら辺どうでしょうか。 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

  災害ボランティアセンターの設置場所についての御質問です。現在、社会福祉協議会

と協議している中では基本的には駐車場を使う。今回お答えさせていただいた、答弁さ

せていただいた倉庫については事務室とか休憩室とかにも利用できるものとして整備し

たものでございます。以上です。 

〇11番（ 原経夫君） 

  災害ボランティアセンター、社協が設置したんです。町じゃないんですね。総合福祉

センターなり保健センターの駐車場は管轄はどこなんですかね。保健センターが中心だ

と聞いているんで総合福祉センターの管轄部分はあんまり聞いていないんですが、駐車

場の管轄はどうなっているんでしょうか。 

〇防災危機管理課長（山田繁樹君） 

  借地としましては保健センターのほうで借りておるというふうには聞いております。

以上です。 

〇議長（松本英隆君） 

  暫時休憩とします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後３時11分 休憩 

午後３時11分 再開 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〇議長（松本英隆君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  保健センター所長。 



 74 

〇保健センター所長（森本健嗣君） 

  ただいま御質問のありました保健センターならびに総合福祉センターの駐車場用地に

つきましては保健センター費の中で借地料を計上させていただいております。以上です。 

〇11番（ 原経夫君） 

  災害時はそういうことは言っていられないと思いますが、ただやはり管轄違うんで、

それは災害時を想定して保健センターも含めて話し合いをして、すぐ使えるように保健

センターの管轄だとしても。そこら辺もちょっと話し合いを進めていただきたいと思い

ます。 

あと、ちょっと忘れた給食の公会計化のことで少し聞き漏れが、質問漏れがあって今

学校管理になっていると思います。答弁の中で公会計化になると職員の負担が増えると。

当然なんですが。ということは今学校でやってもらって教職員の負担を非常に増やして

いると思うんですよ。だから、これは教職員の負担軽減、教育に関することはまだしも

教育に関する直接関係することではないんで、これは至急にやっぱり職員を増やすなら

増やすで、教育委員会のほうで公会計化をすべきだと思うんですが、その点考え方はど

うでしょうか。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  答弁の繰り返しになりますけども、課題はたくさんあると思います。人員の配置の問

題、かかる人員の。学校の負担が減ればこちらの負担が増えるということもありますの

で、そういったことを考えながら検討してまいりたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

〇11番（ 原経夫君） 

  今、学校の教職員の方の負担になっているんでしょ。やはりそれは減らすべきだと。

教育に対する負担はやってもらわなきゃいかんけど、それはある程度ね。だけど、それ

に付随する役場でできることは役場でやってもらう。これは文部科学省の方針でもある

し、これは子供のことを考えれば当然、早急にやるべきだと僕は思うんですよ。課題が

ある課題があるって課題があるに決まっているじゃないですか、そんな。課題がなかっ

たらすぐ進むわけで、課題は一つずつ潰していく。これはしっかりやってもらいたいと

思います。それと、今給食費の納入率ですね、小学校中学校それぞれどれくらいなんで

すか、把握しておられますか。 

〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  今、資料を持ち合わせておりません。 

〇11番（ 原経夫君） 

  資料を持ち合わせてないのはいいんだけど、把握はしているんですか教育委員会とし

て。数字を今答えろと言っていません。納入率は毎年毎年きちっと把握しているんです

かとそれを聞いています。 
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〇学校教育課長（太田悦寛君） 

  把握しておりません。 

〇11番（ 原経夫君） 

  学校にお任せするのはいいですが、納入率も学校任せで全部何も知らないっていうの

はそれはひどいじゃないですか。学校にやってもらっている、教職員の方やってもらっ

ている。そこまではわかるけど、事情はちゃんとどれくらいなのか聞いて把握して、答

弁しなくていいんだけど、そんな数字までは。だけど把握は必要でしょう。なぜ把握し

てないんですか。 

〇教育部長（水野泰博君） 

  議員も御存じのとおり、私会計でやっておりますのでこれまでは学校のほうでの管理、

運営を任せているというようなことでございます。以上です。 

〇11番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（松本英隆君） 

  𠮷原議員、あと５分ね。 

〇11番（ 原経夫君） 

  学校でやっている、私会計でやっているのを公会計にするって検討するっていうんだ

ったら、検討するときにどれくらいの納入率があるようななんか、調べるの当然じゃな

いですか。調べてないってことは公会計にする気がないからでしょう。あるんなら、今

学校の現場の現状を調べるの当然じゃないですか。調べてないんです。やる気がないっ

てことでしょう。早急にこれは調べるべきだと思うんです。そうした上で、公会計化に

向けて何が問題なのか、調べてもないのに問題点は明らかにならないじゃないですか。

納入率がわかってないのに。違いますか。 

〇教育部長（水野泰博君） 

  先ほどもお話しいたしましたが、検討してまいるということでよろしくお願いします。 

〇11番（ 原経夫君） 

  以前も私、質問したときは検討していくと、検討してないじゃないですか。一番大切

なのは納入率でしょう。それを下げないように、また上げるようにお願いしていく、無

理にやるべきことではないですが。納入率も知らなくて課題わからないじゃないですか。

それは早急に納入率をお聞きするなり、私会計だから教えられないと言われればまた別

ですけど、それは教えていただいて問題点を明らかにしていくと。それは早急にお願い

したいと思います。 

５番目でクーリングシェルターの件ですが、先日の新聞報道でも国の委員会では、や

っぱり利用率をモニタリングする必要があるといわれている。大治町として、役場なん

かだと受付があるわけじゃないからモニタリングするったって無理だと思います。だけ
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ど例えば八ツ屋防災コミュニティセンターですとか、多世代交流センターですとか、も

う対面で入る人がわかる場合はお聞きすることもできるし、やっぱり概数は調べられる

ところは調べるべきだと思うんですが、国からの方針がないと調べないんですか。 

〇産業環境課長（伊藤高雄君） 

  皆さんが暑いときに入れる施設クーリングシェルターなんですけれども、入りやすい

雰囲気をつくるためにはわざわざ「何しにみえたんですか」とかいうことを聞かずにと

いうことで私共のほうから各施設のほうに指示をしています。ただ八ツ屋のコミュニテ

ィセンターにつきましては２階の児童室を使うっていうことでありまして、児童ではな

い、児童を伴わない方が使われるということでお声掛けをさせていただいているという

ことを聞いておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇11番（ 原経夫君） 

  利用者が一番利用しやすいようにが当然で、そのとおりやっていただきたいんですが、

モニタリングできるところ可能なところはしていただきたいというのと、それはお願い

で。民間事業者の中でもやはり自主的にクーリングシェルターというようなことでやら

れているところもあるように伺っています。積極的なところも。スーパーやドラッグス

トアさんですね。そういうところはやはり町内限られているんで、直接スーパーさんや

ドラッグストアさん、役場から出向いて少し趣旨を理解していただいてお願いするとか

というような考えはないんでしょうか。 

〇産業環境課長（伊藤高雄君） 

  今現在、ホームページで募集をしているところでございます。先ほどの答弁と重なり

ますが、とりあえず郵便局との協定を運ぶということで進めていきたいと、まずは皮切

りにということで考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇11番（ 原経夫君） 

  今年度はもう涼しくなっていくとは思いますが、だから今年度初めてのことですがや

はり一回総括していただいて郵便局だけではなくて、やはり一番はスーパーとかドラッ

グストアとか広いところのが入りやすいし、郵便局に入っても大きな甚目寺郵便局みた

いならいいですが、小さいというかところは入りにくいとかいうのもあるかなと思いま

すので、ちょっと郵便局を皮切りにっていうことでございますが広げていただくことを

お願いいたしまして、これでちょっと私、一般質問を終わらせていただきます。ありが

とうございました。 

○議長（松本英隆君） 

  11番𠮷原経夫議員の一般質問を終わります。 

  これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会します。 
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～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後3時21分 散会 


